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　女性は、父親のような人を好きになる。そんなジンクスを信じてはいなかった。

　あり得ない、と思っていたからだ。

　父は、すでにこの世にはいない。理世りよがまだ、小学校に上がる前に事故で亡くなってしまったから。

　幼い子どもの視点でしか父を思い出せないが、家族の前で見せていた父親としての顔はとにかく寡黙。

　静かに家族を見守っている人だったと記憶している。

　理世は、常に仏頂面だった父が苦手だった。自身が懐いていたという記憶もあまりない。

　だが、父親の働く姿を間近で見たときの衝撃は今も忘れられずにいる。

　キリッとした表情をして固い声で話す父。丁寧な口調だが、言葉の端々には厳しさが含まれていた。

　スーツを着込み、仕事相手に対峙している父。

　相手は父の部下だったのだろう。最後にその人に向けた笑顔が柔らかく、普段の父とはかけ離れていた。

　ビックリしたのと同時に、かっこいいなと強烈な印象が脳裏に焼き付いた。

　大人になってから母に聞いた話では、父は仕事がデキる人で大手企業の社長秘書をしていたらしい。

「お父さんにね、押して押して押しまくって結婚してもらったの」

　と未だに母は惚気のろけている。

　残された写真を見ても、かなりの美男子だったと言えるだろう。

　スーツ姿の父は本当にかっこよくて、若い頃はさぞやモテていたはずだ。

　母が心底惚れ込んだのもわかる気がした。

「基本、常に表情が変わらない人でね。寡黙で仏頂面だったし、何より言葉遣いが堅かったから。小さい頃の貴女はなかなかお父さんに近づこうとしなかったの。お父さん、すごく落ち込んでいたのよ？」

　と信じられない話を聞かされ目を丸くさせると、母は恋する乙女のように目を輝かせて天国にいる父に思いを馳せた。

「自分の感情を出すのが下手な人でね。近寄りがたい雰囲気なんだけど、とってもかわいい人だったのよ」

　そうなのか、と母からの話を聞いて概ね自分の父親の人物像を想像したが、すでに鬼籍に入ってしまっているので直接父の人となりを知る手立てはない。

　しかし、内面はかわいい人だったとしても、近寄りがたい雰囲気の人と一緒にいたら苦しくなりそう。

　そんなふうに潜在的に思っていたのか。反面教師というヤツなのか。

　理世が付き合う男性は、皆が皆穏やかで優しい人ばかり。

　かっこいいというより、端から見て柔らかい雰囲気の人を好んでいたように思う。

　しかし、男性と付き合うと言っても、友人の延長線上のような関係が多かった。

　友人に戻ろうか。そんな終わりを迎える付き合いばかり。

　さらによくよく考えてみれば、スーツを着て仕事をしているサラリーマンとは付き合ったことがない。

　父親と同じような人との接点を無意識に避けようとしていたのだろう。そんなふうに、今なら言える。

　それは、今までの恋愛を覆すような恋をしたから。

　クール過ぎる人が一瞬見せた笑顔。それが、脳裏に鮮明に焼き付いてしまった。

　一目惚れから始まる恋なんてあり得ない。そんなふうに考えていた。だからこそ、自分の気持ちが理解できなかった。

　あくまで取材対象を探していただけ。恋とは違う。最初こそ、そう思っていた。

　大抵の人が口を揃えて「かっこいい！」と賞賛する男性なのだから、自分が彼を気になってもおかしくはないはず。だけど――。

　彼が子どもに話しかけていた表情が、亡き父と重なった。

　今まで穏やかな人がいいと思っていたのに、クールでストイック、だけど時折柔らかい雰囲気でほほ笑む。そんなあの人が気になって仕方がなくなってしまった。

　女性は父親のような人を好きになる。そんなジンクスを否定できなくなった瞬間だった。
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「……萌え、ですか？」

　中川なかがわ理世は腕組みをしながら唸る。ポニーテールにしたロングの黒髪と小柄な身体を揺らしながら、ステッラ舎女性ファッション雑誌『オルグイユ』の編集長である斉藤さいとうを見つめた。

　二十八歳には見えないほど童顔で、どちらかといえばキュート系の理世と比べると超絶美人で少々年齢不詳である――おそらく理世よりはそれなりに年上であると思われる――斉藤は、企画書を理世に見せて鼻息を荒くさせながら熱弁を繰り広げていく。

　仕事に対して熱心な彼女は、こちらが少し引いてしまうほどに熱血な人だ。

　彼女とは何度も仕事をしているが、いつもその食い込み気味な勢いに負けてしまう。

　おっと、と身体をのけ反らせて彼女と距離を取る。

　しかし、そんなふうに理世が考えているなどと気づいていない彼女は、より身を乗り出して顔を覗き込んできた。

「そう。結局女性は異性が気になって仕方がないわけよ。それは年齢問わずにずっとあるテーマ。そこで、女性として男性のどんなところに萌えを感じるのか。他人と比べて自分の中にあるマニアックな部分を探し出す。そんな企画記事にしたいのよ」

『オルグイユ』では定期的に様々な企画を打ち出していた。

　ファッションやメイクなど女性誌ならではの企画はもちろん、女性が目を惹く、興味を持つような内容の企画も行っている。

　現在はフリーライターとして活動している――元々はプロカメラマンを目指していたのだが、現在はライター業の方が調子がいい――理世にはライターの案件依頼が多く、この雑誌でいくつも企画を成功に導いてきた。

　先日ようやく記事を納品したばかりだが、こうして次の依頼が打診されているのは評判がよかったからだろう。

　胸を撫で下ろしていると、斉藤は今回の企画内容を詳しく説明してくる。

　今回の企画は『男性のこんなところが萌える！』をテーマにした連載企画で、計五回を予定しているようだ。

　そこで編集部の企画会議で決まった記念すべき一回目のテーマは「スーツ」。

　スーツにまつわるあれこれを書いて欲しいというのが、今回の仕事だ。

　女性数名を招いての座談会内容はもちろんだが、人気ブランドのスーツを取り上げたり、スーツの型やネクタイ、タイピン、カフスボタンなどなど。

　とにかくスーツについて網羅した企画にしたいと編集部は考えているようだ。

　その中でも『街で見かけた素敵スーツ男子』を発掘してきて、記事にしたいらしい。

　仕事内容はわかったし、面白そうな企画だから断る理由などないけれど……。

　素敵スーツ男子を探すのは、なかなかに骨の折れる作業になりそうだ。

「斉藤さん。どこかに素敵なスーツ男子いませんか？」

　一番ネックな部分に頭を抱え、斉藤に助けを求める。だが、彼女はすぐさま切り捨ててきた。

「あら、それを探して記事にするのがライター中川理世の仕事でしょ？」

「ううっ……」

　全くもってその通りだ。ポニーテールの黒髪を揺らし、天井を見上げる。

「そうなんですけど。私には赤提灯で呑んでいるスーツオヤジしか思いつかないんですよ。ギリギリな線でのイケオジなら何人か知り合いがいますけどね」

　椅子に背を預けてため息をつく。

　企画書を見ると、その素敵スーツ男子の条件がなかなかに厳しい。

　年齢も二十代から三十代のみ。イケメン。容姿端麗。ハイスペック。見ただけで涎が出るほどの人材を求めるなどと、赤字で大きく書き込みがされている。

　これはきっと編集部の若い担当者たちの意見なのだろう。己の欲望が混じっていないか。

　確かにそういう男性の方がおしゃれでファッショナブルな女性誌には映える。

　しかし、実際問題そんな男性を探すのは至難の業だ。何かの伝つてがあればいいのだが、難しいだろう。

　何より、素敵な男性がファッション誌の企画に顔出し掲載ＯＫを出してくれるかも怪しい。

「そりゃあ、理世の行動範囲の中じゃあ、若いイケメンはいそうもないわね」

　肩を震わせてクツクツと笑う斉藤を恨みがましく見ながら、唇を尖らせる。

「斉藤さんにだけは言われたくありませんね。立ち飲み居酒屋をハシゴしてあの一帯に生息しているのは、私だけじゃなくて斉藤さんも同じでしょう？」

　斉藤との付き合いは、三年ぐらいだろうか。

　元々広告代理店に勤めていた理世が独立してライターになった時期、仕事がなくて食いっぱぐれそうだと叫び、立ち飲み居酒屋で管くだを巻いていたときに仲良くなったのだ。

『いいじゃない、いいじゃない。向上心のある若者、私は大好きよ。よし、前途多難な若者にチャンスをあげる。まずはモノにしてみなさい』

　そう言って、『オルグイユ』でライター募集をしていると教えてくれたのだ。

　斉藤の人を見る目があったのか。元々理世が幸運の持ち主なのか。

　理世はめでたく合格し、こうして継続的に仕事がもらえるようになった。

　今ではここの仕事が評価されて他の出版社からも声がかかるようになり、ありがたい限りである。

　そんな斉藤とは今も尚、呑み友達だ。とはいえ、仕事に厳しい彼女はそれだけで仕事を回してはくれないけれど。

　いい記事が書けなければ、今回で『オルグイユ』の仕事は終わりかもしれない。常に危機感を持って仕事に挑んでいる理世としては、完璧な記事を書きたい。

　だが、今回の案件は少々難問だ。

　タブレットをバッグに突っ込みながら白い目で悪態をつくと、彼女は肩を竦すくめた。

「ふふん、まぁその通りなんだけどね。素敵スーツ男子の心当たりがないからこそ、フリーライター中川理世大先生にお願いしているんじゃない」

　それもライターの仕事と言われれば何も言えなくなるのだが、無理難題を突きつけられる身にもなって欲しい。

「モデルさんで頼むとかどうでしょう？　それなら、ファッション雑誌編集者として伝なんてありまくりですよね？」

　実際のサラリーマンではなく、女性が萌えを感じるスーツをチョイスしてスタイル抜群、イケメン度百パーセントの男性モデルに撮影を依頼すればいいではないか。

　これは名案と目を輝かせて提案すると、「それはそれ、これはこれ」と斉藤にぶった切られてしまった。

「企画書にも書いてある通りで、モデルには最新スーツを着てもらうつもり。それとは別に、本物のイケメンサラリーマンのスーツ姿が拝みたい訳よ！」

「……」

「わかる？　理世。実際にオフィスで働いているサラリーマンだからこそ、妄想しやすいじゃない。自分の勤め先のオフィスにこんな素敵なスーツ男子がいたら目の保養になるのに～って」

　身体をくねらせながら夢見がちに訴えてくる斉藤を見て、顔を引き攣らせる。

　要するに実在するサラリーマンの中から素敵スーツ男子を探し出すしかないということらしい。

「……わかりました。善処いたします」

　渋々と言うと、「頼むわね」と手をヒラヒラさせて彼女は会議室を小走りで出て行った。

『オルグイユ』の編集長は、相変わらず多忙らしい。

　一人きりになった会議室で帰り支度をしながら、難題の素敵スーツ男子の件について頭を捻る。

「さぁて、どうするかなぁ～」

　誰か取材を引き受けてくれるサラリーマンはいないものだろうか。

　知り合いが素敵スーツ男子でなくてもいい。足がかりになってくれる人物はどうしたって必要だ。

　古巣である広告代理店が脳裏に浮かんだが、あの会社はカジュアルスーツ推奨だったので、古巣に頼ることもできない。

　深くため息をつきながら、現在理世と付き合いがある人物を頭に思い浮かべる。

「ダメだぁ。スーツと無関係な人が多すぎる……」

　ライター業やイラストレーターなどばかりだ。これでは伝は見込めそうにもない。

　とはいえ、ここで燻くすぶっていても始まらないだろう。

　斉藤から手渡された企画書を見つめる。

　何か別の企画が白紙になったのか。今回依頼された企画はスケジュール的に結構ハードだ。早めに動き出さなければならない。

　ステッラ舎を飛び出して理世が向かった先は、大手スーツ量販店だ。

　ここの店員は流行のスーツを着て接客をしていて、洗練された男性が多かった。

　だが、編集部が求めているのは、あくまでオフィスで働いているサラリーマンなのだろう。

　スーツのプロではなく、素人なりにスーツを吟味して着こなしている男性を探さなければならない。

　そのあとも、オーダーメイドのスーツ店にお邪魔したが、残念ながら収穫を得ることはできなかった。

　でも、どこの店でも取材交渉をしてきたので、後日スーツについて色々と話を聞けるだろう。

　しかし、現在の流行や売れ筋などの情報はそこで得られたとしても、企画の目玉である素敵スーツ男子の獲得はそこでは困難だ。

　どうしよう、とトボトボと歩いていると、気がつけば東京駅までやってきていた。

　夕方六時。仕事終わりのスーツ姿のサラリーマンが足早に目の前を通り過ぎていく。

「もしかして、ここはスーツ男子の宝庫なんじゃない!?」

　指を胸の辺りで組み、目を輝かせる。

　ここなら丸の内にオフィスがあるサラリーマンや、東京駅から全国に飛び回っているサラリーマンが通るだろう。

　東京にやってくる地方のサラリーマンだって見ることも可能だ。

　タレントのスカウトマンのようにここで毎日探していれば、素敵スーツ男子に出会えるかもしれない。

　こうなったら、ここ東京駅の前で素敵スーツ男子を発掘してやる。

　通行人の妨げにならないよう注意し、目を皿のようにしてスーツ姿の男性に視線を向けた。









「ダメだ……。全然見つからない」

　これだけたくさんスーツ姿の男性が行き交っていても「この人だ！」という男性には、なかなか出会わないものなのだと痛感しつつ、十日が経ってしまった。

　すでにスーツ企画のための取材は終え、スーツの知識だけは頭の中にインプットされている。

　でも、残念ながら当初から難航するであろうと予測していた通り、素敵スーツ男子は見つからずにいた。

　今日は朝の通勤時から東京駅にやってきて発掘作業に勤しんでいたのだが、声をかけたいと思える人に会えずにいる。

　通勤ラッシュ時を抜け、一度腹ごしらえ兼休憩を挟んだあとに再び東京駅へ。

　三月初旬。日差しは温かくなりつつあるのだが、まだまだ頬に触れる風は冷たい。

　コートの襟を立てて、流れていく人たちを見つめ続ける。

　不審者と間違われて通報されないようにしなければ。それだけを念頭に置きながら、スーツ姿の男性を探す。

「なかなか見つからないなぁ」

　ため息交じりに呟き、少々諦め気味になってしまう。

　芸能人のスカウトマンは人を見る目が養われているのはもちろんだが、やはり根性と運を兼ね備えた人がやっているのだと思う。

　スカウトマンの立場になってみて、しみじみと実感する。

　違う方法で探した方がいいだろうか。そんな考えが脳裏に過ったときだった。

　目の前を通っていく男性が視界に入り、身体が期待と興奮で震える。

　身体に稲光が走ったような衝撃に驚きながらも、咄嗟に動いてその彼を追いかけていた。

「スミマセン。少し、よろしいでしょうか!?」

　ステンカラーのコートを羽織るスーツ姿の長身の男性。スタイル抜群だ。

　その広い背中に声をかけたのだが、こちらに気がついてくれない。

　だけど、このチャンスを逃したくなくて、今度はもう少し大きな声で話しかける。

「スミマセン！　少しお話させていただきたいです」

　すると、彼の隣にいた年配の男性が理世の声に反応してくれた。

　振り返った男性の装いもスーツなのだが、こちらは威厳を感じさせるような雰囲気だ。

　茶系のダブルのスーツにフェルト素材の中折れハットを被った男性は、まさに紳士という言葉がピッタリと合う。

　八十代ぐらいだろうか。男性は立ち止まり、とても柔らかい物腰で理世にほほ笑んだ。

「私たちに何か用ですか？　かわいらしいお嬢さん」

　お嬢さんなんて言われ慣れていなくて、恥ずかしくなる。

　戸惑って頬を赤く染める理世に「ほほ笑ましいですねぇ」とゆったりとした口調で表情を緩める様は、仙人のように達観している。

　なんだかおじいさんから後光が差しているように思えるのは、気のせいだろうか。

　だが、そこで気がついたのは身体中に突き刺さっている鋭くて冷たい視線だ。

　その視線はおじいさんの隣に立っている人物。一目見たときに、衝撃を覚えた男性からだった。

　男性は、かなり身長が高い。百五十五センチと小柄な理世とは、確実に三十センチほどは差があるだろう。

　先程は横顔しか見えなかったが、今は彼の表情を真っ正面から見ることができる。

　年齢は三十代半ばぐらい。大人の色気を纏った男性だ。

　キリリとした眉、スクエアタイプのチタンフレームの眼鏡。その奥には涼しげな目元、スーッと通った鼻梁びりょう。

　頬から顎にかけてのラインはとてもシャープで、精悍な雰囲気を醸し出している。

　とにかくイケメンだ。それも稀にみるイケメン。こんなに素敵な人を間近で見たことはない。そう断言できるほど、かっこいい。

　スタイルも抜群だから、スーツがとても似合っている。

　短髪の黒髪がまたいい。ストイックな彼の雰囲気にピッタリだ。

　クラシカルなシルエットのスリーピーススーツで、色目は濃く深いネイビー。

　派手さはないが、清潔感溢れるシックなデザインが魅力的だ。

　スーツの仕立てがいいのは素人目にもわかるし、小物もセンスがいいものを身につけていると思う。

　ワイシャツはシンプルな白。清廉としたイメージが窺えた。

　そこにブルーのネクタイで知的でなおかつ爽やかな印象を与えてくる。

　ワイシャツの袖から覗く、カフスボタンも嫌みがなく素敵だ。

　足下は、これまた磨き抜かれたレザーの黒靴。

　光沢のあるブラックステンカラーコートを羽織っており、ロング丈のそれは、長身の彼によく似合っていた。

　仕事がデキる男、まさにそんな雰囲気を彼は身に纏っている。

　自分の目に狂いはなかった。

　目の前の彼は、理世がずっと求め続けていた素敵スーツ男子のお手本のような人だ。

　いや、男子というよりも素敵な大人の男性だろう。素敵スーツ紳士だ。

　理世は、魅力的すぎる彼から視線を外すことができない。

　しかし熱心に見つめ続けていると、彼を纏っている空気がより冷たくなっていくように感じる。

　でも、それがまた素敵だと言ったら、さすがに目の前の男性は顔を顰しかめてしまうだろうか。

　目を爛々とさせていると、クスクスと優しげな笑い声が聞こえた。隣にいたおじいさんが笑いながら声をかけてくる。

「大丈夫かい？　お嬢さん」

「は、はい」

　そこで、ようやく自分の行動を恥じる。

　あまりに不躾だったと自覚してコクコクと何度か頷いていると、おじいさんは目尻を下げた。

「それで、うちの秘書に何か用かな？」

　素敵スーツ紳士は、おじいさんの秘書のようだ。

　その問いかけを聞いて、彼らに声をかけた理由を思い出す。

　ようやくこうして足を止めてくれたのだ。このチャンスを逃すわけにはいかない。

　理世は、慌てて名刺を取り出す。

「私、フリーライターをしています。中川と申します」

　名刺を差し出すと、おじいさんが手を伸ばしてきたが、その手には渡らなかった。

　素敵スーツ紳士がその手をやんわりと止め、代わりに彼が名刺を受け取ったからだ。

　名刺に目を通したあと、こちらに視線を向けてくる。

「中川理世さんですね。フリーライターさんが、私に何か？」

　冷静沈着。まさにそんな言葉が似合う。

　耳に心地よく、落ち着いた低い声は彼にピッタリだと思った。

　事務的な態度だが、所作はとても美しい。古き良きイギリス映画に出てくる執事のようにも見える。

　主人を敬い、寄り添う。忠実な執事。まさにそんな雰囲気の彼は、おじいさんを守るように立つ。

　おそらく彼にしてみたら、理世は不審者なのだろう。彼の瞳には好戦的なものも感じる。

　威圧的な空気に呑み込まれそうになったが、ここで怯んでいてはダメだ。

　ギュッと両手を握りしめ、必死な形相で素敵スーツ紳士に縋すがった。

「どうか取材をさせていただけないでしょうか？」

　お願いします、と頭を深々と下げたのだが、彼からの返事はない。

　何度もお願いをし続ける理世に同情してくれたのか。

　頭上から「説明してくださいますか？」と戸惑った様子でおじいさんが声をかけてきた。

　慌てて顔を上げると、素敵スーツ紳士は訝しげに眉を顰ひそめながらおじいさんを止めようとする。

　しかし、それをおじいさんは首を横に振って拒否した。

「これだけ必死になっているお嬢さんを無下にはできませんよ」

　朗らかに、だけどどこか刃向かえない雰囲気を纏っているおじいさんは彼を窘たしなめた。

　一瞬苦渋の色を浮かべた彼は黙り込んで渋々と頷いたあと、理世に非難めいた目を向けてくる。

　怪しい人物を見るような視線を彼から感じ、居心地が悪くて仕方がない。

　だが、一方のおじいさんは柔和な様子で理世にほほ笑みかけてくれる。

　柔らかい表情と物腰にホッと気も緩まったが、横から見下ろされる冷たい視線が頬に突き刺さってきて辛い。

　その視線を無視して、おじいさんに向き直る。

　おじいさんは冷淡な視線を向けてきている彼の上司にあたる人のようだし、まずはこちらを懐柔した方が早いだろうと判断した。

　もしかしたら、おじいさんが理世の味方になってくれるかもしれない。

　そんな打算的な考えを脳裏に浮かべながら、事情を説明する。

　女性ファッション誌での企画で、スーツ姿のビジネスマンの取材をしていると伝えた。

「取材と言っても、小一時間ほどいただければ済みます。スーツを着ている姿の写真を数枚撮らせていただいて、あとはインタビューにお答えいただければと。もちろん、雑誌に顔が載るのはＮＧでしたら、顔は撮りませんので」

「ほぅ」

　おじいさんは指で顎を撫でながら、話に耳を傾けてくれている。

　企画の趣旨が『女性の萌え』だと告げると、おじいさんは楽しげに目を丸くさせた。

　チラリとおじいさんの隣に視線を向けると、凍えてしまいそうなほど冷たい目をして理世を凝視している素敵スーツ紳士と目が合う。

　負けないぞ、と気合いを入れて、彼に説得を試みる。

　インタビューと言っても――、と彼に口を挟まれないように捲し立てながら話を続けた。

「どこのブランドのスーツを好んでいるのか。ネクタイやワイシャツはどんなふうに選んでいるのか。その辺りをお話しいただければありがたいです」

　どうぞよろしくお願いします、と深々と頭を下げた。だが、彼は真面目な顔をしたまま首を横に振って拒否してくる。

「私は、そういった取材は受けられません」

　面倒くさいことに巻き込まないで欲しい。そんな彼の心の声が聞こえてきそうだ。

　表面上は礼儀正しく接してくれているが、考えを曲げないという意志の強さを感じる。

　だが、この十日間。ここでずっとスーツ姿のサラリーマンを見続けたが、彼ほど完璧にスーツを着こなしている男性はいなかった。

　ものすごくハンサムな人だから、本音を言えば顔出しＯＫにしてもらいたい。

　しかし、もし顔出しＮＧで彼の顔を掲載できなかったとしても、彼の素敵さは雰囲気で伝わるはず。

　中川理世のプロとしての血がそう叫んでいる。

「絶対に貴方のその魅力を紙面で飾りたいんです。全国の女性が貴方を待っています!!」

　ギュッと右手を握りしめて力説したのだが、彼からの反応は薄い。

　口に出さなくても迷惑だと訴えてくる目には気がついている。だけど、こちらだって簡単には引けない。

　こんな逸材、このあとどれだけ探してもみつからないだろう。絶対に逃がしてなるものか。

　必死に食らいつく理世に、彼は丁寧な態度のまま告げてくる。

「中川さん、申し訳ありません。こう見えて、私は忙しいですから。取材の時間を取ることなどできません」

「今からでなくても、貴方の都合がいいときで構いません。ほんの一時間程度……いえ、三十分もいただければ楽勝で終わりますから」

　なかなか引き下がらない理世に対し、彼は表面上は紳士な態度を崩さない。

　しかし、「さっさと去りなさい」と心の中で丁寧な言葉を使って罵っていそうな空気をヒシヒシと感じる。

　怯みそうになるが、それでも負けてなるものかと自身を鼓舞した。

　彼以外に今回の企画を飾れる人物はもう現れない。
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　背の高い彼を見上げる。こうなったら土下座でも何でもするから、引き受けて欲しい。

　こちらとしては、仕事がなくなるとご飯を食べていけなくなってしまう。

　生活を天秤にかけているのだ。生半可な気持ちではない。

　しかし、彼は断固としてノーを突きつけてくる。

「短い時間で終わると言っても……。写真を撮るとなれば今からカメラマンを呼ぶ、もしくはスタジオに行かなければなりませんよね？」

　ほら、無理でしょう？　そんな余裕な表情の彼に、今度は理世が得意満面の笑みを浮かべる番だ。

「ご心配なく！　取材は後日でも大丈夫。今からでも可能ですよ。写真は私が撮りますので」

「え？」

「ほら、カメラを持参しておりますから！」

　リュックの中から、いそいそとデジタル一眼レフカメラを取り出して、してやったり顔で口角をニヤリと上げる。

　それを見て彼は一瞬口を噤つぐんだが、相手も負けるつもりはないようだ。

「せっかく撮ったのに、ピンボケなんてことになったら堪りませんよ？」

　優しい口調だが、しっかりと嫌みを混ぜ込んでくる。

　だが、こちらだって諦めきれるものではない。

　今までのやりとりから、彼がこういう態度を取ってくるであろうと予想はしていた。

　理世は意味ありげににっこりと笑う。

「名刺、ご覧ください。私、ライター兼カメラマンですから。ご安心いただければ幸いです」

「……」

　彼は手にしていた理世の名刺を見て、顔を微かに歪める。

　あからさまに感情を表に出さないが、彼の苛立つ心は読めた。

　勝者の気持ちで畳みかける。

「そちらに記載されてあります二次元コードからポートフォリオを確認できますので。よろしければどうぞ！」

　さぁこれで逃げ道は塞いだ。これでもカメラマンとして仕事――あまり数はこなしていないが――をしてきているのだ。

　満足して大きく頷くと、彼は何も言えない様子でこちらを見つめている。

　すると、先程から話に加わらず静かに耳を傾けていたおじいさんは「これはお嬢さんに一本取られましたね、怜治れいじくん」と朗らかに笑い出した。

　それを見て、素敵スーツ紳士――怜治は困ったように眉尻を下げて「会長……」と呟いて言葉を濁す。

　何か言いたげな怜治を見上げ、おじいさんは有無を言わさないとばかりに笑みを深める。

「お嬢さんがこんなに頼み込んできているんです。怜治くん、引き受けておあげなさい」

　彼を諭したおじいさんは、まさに好々爺。こういう人のことを言うのだろうというお手本のようだ。

　――ありがとうございます、おじいさん！

　救世主がいた。目を輝かせながら怜治を見つめると、彼と視線が合う。

　苦渋を表情に浮かべた彼に、すぐさま視線をそらされてしまった。

　うぅ……、と小さく唸った怜治だったが、仕方がないとばかりに深くため息をつく。

「畏かしこまりました、会長」

　おじいさんに力なく告げたあと、怜治はこちらを見て多少疲れた表情を向けてきた。

　そこには先程までの敵対心剥き出しというか、訝しげな感情は見えない。

　驚いて目を瞬かせると、彼は肩を竦める。

「私が引き受けなかった場合、貴女は非常に厳しい立場に追い込まれるのでしょう？」

　全くもってその通りだ。フリーランスの厳しさをわかってくれているようだ。

　そうなんです、と目を潤ませて何度も頷いていると、彼は小さく息を吐き出す。

「仕方がありませんので、お受けいたしましょう」

「本当ですか!?」

「ええ。私の上司からもお願いされてしまいましたし、なにより中川さんの生活を脅かしてしまうのは……間接的とはいえ後味が悪いですからね」

　ここにも神様がいた。感動のあまりに鼻の奥がツンとして痛くなる。

　仙人と神様。同時に二人の恩恵を受けた自分は、きっと一生分の運を使い果たしてしまったかもしれない。

　首の皮、一枚繋がった。そのことが嬉しくて仕方がない。

　現在の理世にとって、『オルグイユ』の仕事は生活の生命線でもある。絶対に繋げておきたい仕事だ。

　今回ばかりは無理かもしれないと先程までしょげていたが、天は見放さなかった。

　渋々といった雰囲気だが、なんとか了承してもらえたようだ。

　飛び上がらんばかりに喜びを見せると、彼はどうしてか理世ではなく少し離れた場所を訝しげに見ていた。

「あの……？」

　理世が声をかけた瞬間、彼はいきなり走り出す。

　前方から母親の手を振り払って走り出した男の子がいた。

　その子は前を見ていなくて、このままでは誰かにぶつかってしまう。

　すると、ちょうど店先から大きな台車を引いた業者が飛び出して来た。業者からでは、すぐそばに男の子がいることを察知できないだろう。

　その様子を見ていた周囲の人々が息を呑んだ瞬間だった。

　怜治が、咄嗟にその子を抱き上げたのだ。間一髪だった。

「危ないぞ」

　彼が助け出さなければ、男の子は重い荷物が載っている台車に激突するところだった。

　ホッと胸を撫で下ろしていると、その子の母親が泣きそうな顔で彼にお礼を伝えていた。

　彼はゆっくりと首を振り、「いえ」と冷静な口調で言ったあと、抱えていた男の子を地面に下ろした。

　そして、男の子の視線に合わせるようにしゃがみ込む。

「外に出るときは、お母さんの手を離してはいけない。わかったな？」

　まだ小さいその子は状況をよくわかっていないのだろう。

　目をまんまるにして驚いている。それが怜治にも伝わったようで、ふんわりと柔らかい表情になった。

　――うわ……ぁ。

　先程まではクールな印象だった彼が、こんなふうに優しい表情を浮かべたことにドキッとする。

　ギャップがありすぎだ。でも、悪くない。むしろ、いい。すごくいい。

　そんな彼に視線が釘付けになっていると、彼は親子と別れて再び戻ってくる。

　しかし驚いた。先程までクールで堅かった雰囲気が、雲間に太陽が差し込んで来たように温かくなる瞬間を見てしまった。

　彼が満面の笑みを浮かべたとしたら、どんな表情になるのだろう。それが見たいと純粋に思う自分がいた。

「中川さん？」

　こちらに戻ってきた怜治に声をかけられて、自分が彼に見惚れて固まっていたことに気がつく。

　ドキドキとなぜだか心臓が忙しなく動き始めたのを無視して、ぎこちなく笑いかける。

「あの子、無事でよかったですね」

「ええ」

　再びドライな対応の怜治に戻っていた。それが少々残念だ。

　だが、とにかく今は、彼が取材を引き受けてくれたことを喜ぼう。

「改めまして、取材を引き受けていただきありがとうございます！」

　勢いよく頭を下げると、彼は諦めに似た表情で頷く。

　もう一度あの笑顔が見たかったな、と頭の片隅で思いながらも胸の支えが下りる。

　これで企画はボツにならずに済む。仕事は続行できそうだ。

「今は時間がありませんので、私どもはこれで。後日連絡を差し上げますので」

　折り目正しい態度で理世にそう告げると、彼らは八重洲口方面へと消えていく。

　彼らの後ろ姿を見送りながら、「ああっ！」と咄嗟に叫んでしまった。

「連絡先、聞くの忘れていた……」

　取材ができると有頂天になりすぎて、肝心なことを忘れていたのは痛い。

　こうなったら、彼ら二人を信じるしかないだろう。

　そんな不安に揺れていた理世だったが、そのあとすぐに連絡が入った。あのときの素敵スーツ紳士である怜治からだ。

　約束を反故にされるかもと心配していたので、まずはホッと胸を撫で下ろす。

　詳しいことは会ってからと言われ、取材の日にちと場所を指定された。

「え？　東京駅に午後一時に集合……ですか？」

　それも次の日のスケジュールまで聞かれて、何も考えずに伝える。

「はい。特に予定はありませんが」

　それなら好都合だと言ったあと、『必ず空けておいてください』と念押しされて電話は切れてしまった。何が何だかわからない。

　訝しげに思いながらも、大量の名刺をもってこいと言われたのでそれらを持って指定された日にちに東京駅へと向かう。

　しかし、乗っていた電車が遅延してしまい、余裕を持って向かったはずなのに待ち合わせ時間をかなり過ぎてしまった。

　慌てて待ち合わせ場所へと行くと、今日も素敵なスーツを身に纏ったおじいさんと怜治が理世の到着を待っていた。

「申し訳ありません！　電車が遅延していて」

　必死に謝ろうとしたのだが、それを怜治が制止すると挨拶もそこそこに促してくる。

「時間があまりありません。さあ、行きましょう」

　怜治はそう言うと、急に理世の腕を掴んできた。ビックリして捕まれている腕と彼を交互に見つめる。

「どこに行くんですか!?」

　理世が怜治に答えを求めたのだが、彼ではなくおじいさんが訳あり顔で頬を綻ばせる。

「さぁ、理世さん。行きますよ！」

「えぇ!?」

　おじいさんもまた、質問の答えをくれず歩き出してしまった。

「今日、明日と用事がないのでしたら、どこに行ったとしても問題ないでしょう？」

　それは質問の答えになっていない、と頬を膨らませる。

　確かに用事はないと彼に伝えたが、今日と明日二日にかけて何があるというのか。そこを知りたい。

　彼に強引に腕を掴まれたまま、人の多い東京駅を歩いて行く。

　しかし、頭の中は疑問ばかりだ。

　一体どういうことなのか。意味が全くわからない。

　急ぎましょうというおじいさんの言葉通りで、時間に追われているようだ。

　そう思うと抵抗などできない。

　そうこうしているうちに、怜治に腕を捕まれたまま新幹線の改札まで来てしまった。

　そして、彼は理世の腕を離して新幹線の乗車券を手渡してくる。

「ほら、中川さん。入ってください」

「え？」

　あとがつかえているのがわかっていて、ここでモタモタできない。

　半ば自棄になりながら彼から受け取った乗車券を改札機に通して、改札内に入る。

　彼もあとに続き、再び理世の腕を掴んで歩んでいく。

「ちょっと待ってください！」

　構内アナウンスと雑踏の音で会話がしづらい。少し大きめな声で問いかける。

　足早に目の前を歩いて行く怜治に声をかけると、彼が振り向いて言う。

「もうすぐ乗車予定の新幹線が出てしまいます。話は乗ってからにいたしましょう」

　ホームへと降り立ち、停車していた新幹線の車内に連れ込まれてしまう。

　何が何だかわからない間に、とんでもないことになってきた。

　危険な香りがする。降りてしまおうかと迷った瞬間、無情にも扉は閉まってしまった。

　そして、ゆっくりと東京駅から車体は離れていく。

　その光景を唖然として見つめていると、ようやく怜治は腕を放してくれた。

「さて、グリーン席をリザーブしております。こちらにどうぞ」

　すでにおじいさんは席に腰を下ろしていて、こちらを見て手招きをしている。

　狐につままれたように呆然としたまま、おじいさんが座っている席の通路を挟んで右側。窓際の席へと怜治にエスコートされて腰を下ろす。

　通路側の席に座った怜治は、何やら意味ありげな目で理世を見つめてくる。

　――これって、やばいことになっていない!?

　彼に取材を頼んだのは、早まった判断だったかもしれない。

　冷や汗が背中を伝っていくのを感じて何も言えずにいると、彼は腕時計を見せてきた。

「さぁ、京都まで時間はございます。その間は――」

「京都!?」

　彼の言葉を遮り、思わず声を上げてしまった。静かな車内だったことを思い出し、慌てて手で口を押さえる。

　どうやら、このご一行は京都に行くつもりらしい。手にしていた乗車券を確認した。確かに行き先は京都になっている。

　まさか京都まで連れて行かれてしまうのか。今なら横浜辺りで降りれば、引き返せるだろう。

　そう提案しようとして、怜治に恐る恐る顔を向ける。

　視線が合うと、彼の唇は弧を描く。だが、その笑みは事務的なものだった。

　何も言わずについてくるように、と顔に書いてある。

「京都に到着しましたら、ゆっくりお話をいたしましょう」

「えっと……」

「ああ、もちろんここから貴女にかかる費用はすべて私が持ちますのでご安心を」

「そういう訳には――」

　拒否しようとする理世に、怜治は厳しさを含んだ表情で首を横に振る。

「こちらが無理強いしているのですから」

　そこは認識してくれているようだ。

　しかし、こんな展開を誰が予想していただろうか。口をぽっかりと開けて呆けている理世に、怜治は話しかけてくる。

「スーツの特集、ですよね？」

「え？　ええ……」

　かろうじて返事をすると、彼は目尻を下げて表情を少しだけ緩ませる。

「一緒に京都にいらしてくだされば、貴女のお仕事をもっとお手伝いできるかもしれませんよ」

「手伝い、ですか……？」

「ええ。貴女のお力になれると思います。それを彼も望んでいらっしゃいます」

「は、はぁ……」

　おじいさんに視線を向けて怜治はそう言うが、意味がやっぱりわからなくて首を捻る。

　インタビューを受けてくれれば、それ以上は別にいらないのだけど……。

　だが、そうとは言えず、喉元まで出てきたその言葉を慌てて呑み込む。

　静かなグリーン車では、あまり話ができない。

　とはいえ、疑問は増していくばかりだ。

　怜治に意味深なことを言われて、ますます頭の中が混乱を極めていく。

　彼らについて京都に行くと、理世にとってメリットがあるというのか。

　首を捻っていると、通路を挟んだ向こう側にいるおじいさんが声を殺しながら笑って何度も頷いた。

「これから行く場所は、理世さんにとって利益になるはず。だから、一緒について来てくれないかな？」

　ほんわかとした口調で話しかけられ、思わず頷いてしまった。

　そんな理世を見ておじいさんは目尻に皺を寄せる。

　おじいさんに愛想笑いをしていると、メッセージアプリの着信音がした。どうやら理世の携帯からのようだ。

　慌ててバッグから携帯を取り出し、ポップアップメッセージを確認する。

『オルグイユ』の編集長である斉藤からのメッセージだ。

　すると、理世の携帯の待ち受け画面を熱心に見つめている怜治に気がついた。

　彼に視線を向けると、どこか不思議そうに何かを考え込むような仕草で首を捻っている。

「えっと……どうかされましたか？」

「いや……失礼しました。綺麗な写真だったから、思わず魅入ってしまいました」

　この待ち受け画面は、理世が撮影したものだ。

　彼が興味を示してくれたのが嬉しい。

　ほほ笑みかけると、やはり彼らしくなく少々動揺したように目を泳がせた気がした。

　機敏に彼の感情を把握できない理世としては、自分の勘違いかなと思って処理をする。

　一方の怜治は、未だになんだか不思議そうな顔で首を捻っていたが、彼の携帯にもメールが届いたようですぐさまキリリとした緊張感溢れる表情へと戻っていく。

　怜治は、折り目正しい対応で断りを入れてきた。

「では、仕事をしなければなりませんので。失礼」

　そう言うと、彼はレザーのブリーフケースからパソコンを取り出して仕事をし始めてしまう。

　色々と聞きたいことは山のようにある。だが、仕事を始めた怜治に話しかけるのも気が引ける。

　――これは京都に着かない限り、詳しい話を聞くことはできないわよね。

　盛大にため息をつきたいところだが、そんな音さえもこの静かな車内では大きく響いてしまうだろう。

　息を吐き出すのをグッと堪えた理世は、諦めの境地に悟りを開いた。

　強引すぎる人たちだが、どうしても怜治には取材を受けて欲しい。

　となれば、理世ができるのはただ一つ。彼らについて京都に行く。それしか選択肢は残されていないのだろう。

　再び零れ落ちそうになったため息を慌てて止めて、理世は素敵スーツ紳士に取材をしに行くことを斉藤にメールで伝えた。
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　京都駅に到着した一行は、とあるホテルへと向かう。

　もちろん理世も一緒について行くことになり、促されるままにホテルの一室へと足を踏み入れた。

　そこはとても広々とした部屋で、おそらくエグゼクティブとかスイートと言った名前がつく部屋なのだろう。

　ソファーに座るようにと勧められて腰を下ろすと、すぐさまホテルマンがやってきてコーヒーの準備をし始めた。

　目の前にいる怜治がルームサービスを前もって注文していたのだろう。

　コーヒーのサーブが終わると、ホテルマンは恭しく頭を下げて部屋を出て行った。

　ようやく関係者のみとなり、おじいさんの傍らに立っていた怜治が理世に名刺を差し出してきた。

　名刺を見て、目を丸くする。

「……え？　三栗屋みくりや商事ですか？」

　理世の声は、ホテルの一室に静かに響く。

　怜治から手渡されたのは、二枚の名刺。一枚は仙人のようなおじいさん、もう一枚は怜治の物だった。

　二枚の名刺には〝三栗屋商事〟と記載されている。

　それも、おじいさん――三栗屋勲いさむ氏は、苗字からも想像できたが、三栗屋商事の会長だという。

　そして、そんな彼の秘書をしているのが、素敵スーツ紳士である怜治――関せき怜治氏だ。

　ラグジュアリーホテルの一室にあるソファーはゆったりとしていて、背を預けても倒れることはない。

　だが、気持ち的には椅子からひっくり返ってしまいそうなほど驚いた。

　三栗屋商事と言えば、日本屈指の大企業を束ねている旧財閥だ。

　三栗屋には名だたる企業が傘下にあるのだが、よく考えてみればステッラ舎も三栗屋商事の傘下だったはず。

　だからこそ、今回の取材を快く引き受けてくれる気になったのかもしれない。

　納得して何度か頷いていると、勲は理世にコーヒーを勧めながら怜治のことを教えてくれた。

「怜治くんはね、理世さん。彼の父親の代わりに三年前から私の秘書をしてくれているんですよ。それまでは統括部の方で敏腕を振るっていたのですが、無理矢理私の右腕になってもらいました」

　彼の隣に佇む怜治は頬を少しだけ緩めて表情を和らげた。そして、小さく頷く。

　そんな彼を見て、勲は満足げに目尻を下げる。

　なんでも関家は代々三栗屋家に仕える家柄らしく、彼もその習わしに則のっとり三栗屋で働いているようだ。

　粛々とした世界の話に、呆気に取られて目を丸くする。

　二人の話を断たち切るように、怜治は「会長」と勲に声をかけた。

「ああ、そうか。女性の準備には時間がかかるものだからね」

　勲はこちらを見て、屈託なく笑う。

　だが、その笑みと言葉の意味が全くわからない。

　勲は相変わらず有無を言わせないオーラを放っていて、何も言えなくなる。

　理世は愛想笑いをしながら首を傾げた。それが理世に残されている意思表示のすべてだ。

　困惑気味な理世を見て、怜治は「説明がまだでしたね」とこれまたお堅そうな雰囲気で呟いた。

「我々が京都にやってきたのは、今夜こちらのホテルで行われるとある企業の創立四十周年記念パーティーに出席するためです」

「記念パーティーですか……」

「はい、そうです」

　返事をしたあと、怜治は詳しく説明してくれた。

　なんでも昔からの付き合いがある会社が京都に本社を構えており、今日はお祝いに駆けつけたという。

　綺麗な所作で頷く怜治を見て、彼らがどうして京都まで来たのかは理解できた。

　だが、そんな大事なパーティーに出席するのに、どうして部外者である理世まで連れてきたのか。

　その辺りがはっきりしなくて、困惑を隠せない。

　彼らはとても忙しいから、取材の時間を今後取れるかどうかわからない。

　しかし、必死な形相で頼み込んできた理世を邪険にできないと考えた二人は、パーティーまでの少ない時間で取材を受けようと考えたのだろうか。

　それならば、とバッグからボイスレコーダーとタブレットを取り出そうとする。

　すると、それを怜治に止められてしまう。

「取材はパーティーが終わってからゆっくりといたしましょう」

「は、はぁ……」

　彼らが忙しい身の上であるのは想像できるので文句は言えない。

　取材に協力してくれるだけでありがたいと思わなければならないだろう。

　だが、終電までには終えられるだろうか。

　そんなふうに心配している理世を余所よそに、怜治は勲に伺いを立て始める。

「では、会長。彼女をお連れしてもよろしいでしょうか」

「ああ、そうしておくれ。私は少しここで休んでいるから」

「畏まりました」

　恭しく頭を下げて勲に挨拶をしたあと、怜治は理世を促してくる。

「さぁ、参りましょうか。中川さん」

　確かにこの部屋にいる訳にはいかないだろう。

　怜治に取材ができるのは、パーティーが終わってからのようだ。それまではホテルの外で待っていて欲しいのだろう。

　慌てて荷物を持とうとすると、それを彼に止められてしまった。

「荷物はそのままで大丈夫です。携帯と名刺はお持ちください」

「いえ、でも……」

　取材は現在いる部屋で行わせてもらえるのだろう。

　だけど、ここから数時間荷物を部屋の片隅とはいえ置いてもらうのは申し訳ない。

　それに、この中には仕事道具が入っている。取材の時間になるまでは、どこかのカフェなどで時間潰ししようと思ったのだが……。

　彼にそう告げると、首を横に振られてしまった。

「貴女に時間を潰していただく必要はございませんよ」

「え？」

　未だに渋っている理世に彼は近づいてきて、半ば強引に連れ出そうとしてくる。

「どういう意味ですか？」

　慌てて彼を見上げると、おや？　と不思議そうな視線を向けられる。

「言ったでしょう？　一緒に京都にいらしてくだされば、貴女のお仕事をもっとお手伝いできるかもしれませんよ、と」

　確かに言われた気がしたが、その意味は今も教えてもらえていない。

　まずは疑問に答えてくださいと懇願したのだが、聞いてもらえず「急いでください」と彼に窘められてしまった。

「予約の時間に伺わなければ、先方に迷惑をかけてしまいますよ」

　迷惑をかけてしまうという言葉を聞いて口を噤んだが、そもそも予約しているものとは一体何なのか。

　それを教えてもらいたいのに、彼はとても強引だ。

　怜治に左手を取られエスコートされるのだが、彼は理世に有無を言わせない様子で部屋の外へと出てしまう。

　部屋を出る間際、振り返って勲に視線を向けた。

　彼ならば理世が困っていることを見抜いてくれそうだ。

　そう願って視線を送ったのだが、コーヒーカップ片手にヒラヒラと手を振るのみ。

　助けてくれる様子もなければ、この状況の説明をしてくれる素振りも見せてくれない。

　無情にも扉は閉まり、怜治によって否応なしにどこかへと連れ去られる羽目になってしまった。

　そして、行き着いた先は――。

「エステ、ですか？」

　彼に強引に連れ込まれたのは、ホテル内にあるエステだった。

　怜治は理世の手を掴んだまま店内へと入っていき、スタッフらしき女性に「では、よろしく」とだけ言った。

　畏まりました、とにこやかにほほ笑むスタッフに、彼は理世の手を差し出す。

　そして、今度はエステスタッフに手を取られて中へと促されてしまう。

　めまぐるしく状況が変化していき、考えが追いついていかない。どうにか気を持ち直して、彼を振り返る。

「えっと、関さん!?」

「理世さん」

「は、はい！」

　先程までは名字で呼ばれていたのに、いきなり名前で呼ばれてビックリする。

　上ずった声で返事をすると、彼は綺麗な切れ長の目を細めた。

「これから私は諸事情で貴女のことを下の名前で呼ばせていただこうかと思います」

「諸事情……」

　息を呑む。その〝諸事情〟というのが嫌な予感しかしない。

　硬直する理世に、彼は眼鏡の奥にある目を光らせて意味ありげに口を開く。

「ですから、貴女も私のことは怜治とお呼びください」

「そ、それは……」

　ほぼ初対面でいきなり名前呼びはハードルが高すぎる。

　それに何か訳ありなのがヒシヒシと伝わってきているのに、易々やすやすと承諾できない。

　すると、彼はわざわざこちらに戻ってきて、「そうそう、言っておりませんでした」と腰を折って耳元に近づいてきた。

「貴女からの取材を受ける代わりに対価をいただきたい」

「対価……、ですか」

　背筋にツーッと汗が落ちていく。彼の妖しい雰囲気に息を呑む。

　硬直していると、彼は畏まったような声で耳打ちしてくる。

　彼との距離があまりに近くて胸が高鳴っているのに、それに追い打ちをかけるように耳元で囁かれて動悸がますます激しくなった。

「ええ、対価です。貴女の取材を引き受ける代わりに、これから理世さんにはドレスアップしてもらいパーティーに出席していただきます」

　不敵に笑う彼を見て、目を見開いた。

「そんな話、聞いていません！」

「申し訳ありません。前もって言うと尻込みされるかと思いお伝えしませんでした」

　策士だ。策士すぎるだろう。

　まさかそんなことになるとは思わず、声を上げようとする。

　だが、それを遮るように、彼は理世の口元に長くて綺麗な指を優しく押しつけてきた。

　真摯な目で見つめられ、何も言えなくなる。

「パーティーに出ていただけるのでしたら、先程お約束した通り私への取材以外にも貴女の仕事をお手伝いしますよ」

　なんだか、胡散臭い。絶対に何か裏がある。

　だけど、これを引き受けなければ怜治は取材を受けてくれなくなってしまうだろう。

　さぁ、どうする？　そんなふうに目で問いかけながら、彼はゆっくりと唇から指を離した。

　苦渋の選択を求められ出た答えは、言わずもがなイエスという言葉だけだ。

　それしか道は残されていないのだから仕方がない。

「わかりました……」

　渋々、本当に渋々と頷くと、彼はようやく理世から離れる。

　そして、彼は妖しくも綺麗な笑みを浮かべた。

「会長は、貴女が気に入られたようです。主の願いは、秘書として叶えなければならないのですよ」

　取材は東京で終えることができるのに、わざわざ理世を京都まで連れてきた。

　それは、理世をパーティーに出席させたいと勲が言ったからなのだろう。

「……秘書も大変ですね」

　なんだか申し訳なく思えてきた。

　最初から彼は取材に関して渋っていた。それなのに引き受けてくれたのは、勲が怜治に取材を受けるように勧めたから。

　彼が納得していないのに、無理強いするのはいかがなものかと不安が過る。それに、必然的に怜治の仕事が増えてしまい迷惑をかける事態になってしまった。

　申し訳なさに身体を小さくする。

　怜治に取材を受けてもらいたい。その気持ちは変わっていない。だけど……。

　当惑している理世を見て、怜治はどこか穏やかな表情を浮かべた。

　東京駅で子どもにほほ笑んだときの表情と重なる。

　それは、完全武装で完璧主義な秘書の顔ではなく、彼の素の部分に触れたような気になった。

「そうでもありませんよ。会長は、よく人を見ていらっしゃる」

「え？」

「すべてが主の利益ばかりではないということです。悔しいですが」

　末尾の方は、なんだか吐き捨てるように言ったため、理世にははっきりと聞こえなかった。

　ただ、なんとなく優秀な秘書である彼の裏の顔を見た気がして顔を引き攣らせる。

　やはり関怜治という男は一筋縄ではいかない。そんな警戒心を抱いた。

　用心深く怜治を見つめていると、彼は先程の穏やかな表情から一転して冷静な表情になり礼儀正しく背を伸ばす。

「悪いようにはいたしません。ご安心を」

　そう言って諭してくる彼の顔は、とても安心できるような表情をしていない。

　訴えたいことはたくさんある。そんな理世の気持ちなど、彼にはお見通しなのだろう。

　それなのに、わざと無視をして去って行った。

　彼の後ろ姿を恨みがましく見つめていた理世だったが、そのあとからが大変だった。

　豪華な部屋に通され、スタッフに全身を磨きに磨かれたからだ。

　そのあとはメイクとヘアセットをされ、手渡されたのは素敵なパーティードレス。

　友達の結婚式でも着たことがないような上等なもので、着付けの手伝いをしてくれたスタッフの話では有名デザイナーの品物らしい。

　ピーコックグリーンのビスチェ風のデザインだ。フロントと七分丈の袖はレース使いで美しく、ラグジュアリーなイメージである。

　エレガントなＩラインワンピースドレスは、ウエストには細いベルトがあり、裾はドレープが綺麗だ。

　背の低い理世だが、とてもよく似合っていると思う。

　姿見に映し出された自分の格好を見て「見慣れないな」と思わず苦笑した。

　すると、いつの間に戻ってきていたのか。鏡越しに怜治の姿が見えてドキッとする。

「準備は整いましたか？　理世さん」

「あ……」

　思わず感嘆の声が漏れてしまう。

　それほど鏡に映し出された彼の姿は、見惚れてしまうほど凜々しくてかっこよかった。

　スーツは先程まで着ていたものと同じだったが、所々変わっていてドレッシーになっている。

　ワイシャツは、甘く薄いピンク色。ネクタイは、赤系統とブルー系統のストライプ。

　胸元には潔い白色のチーフがインパクトを与えていた。

　ワイシャツの袖には、品のいいカフスボタンが見える。

　スタイリッシュなイメージから華やかに変化していて、見ているこちらがドキドキして胸が苦しくなってしまうほど。

　――素敵……！

　彼を見つけ出した自分を褒めてあげたい。

　ウットリと見惚れていると、彼の視線が自身に注がれていることに気がつく。

　彼は理世の全身をくまなくチェックして満足げに頷いたあと、執事のような控えめな笑みを頬に浮かべた。

「とてもお似合いです。素敵ですよ」

「……馬子にも衣装というヤツでしょうか？」

　素直に賞賛を受け取れなくて、わざと悪態をつく。

　すると、彼は押し殺したように笑った。

　恥ずかしがっているのは、残念ながら目の前の彼に伝わっているはず。

　ドギマギしている理世の目の前にそっと出されたのは、怜治の手だ。

「いきましょうか」

　エスコートしてくれているのはわかる。だが、こんなふうに男性にされた経験などないので戸惑いの方が強い。

　手を差し出そうか、どうしようか。恥じらいを見せる理世に、怜治は先程のように強引に理世の手を取った。

「かわいらしい人ですね」

　この言葉は嫌みなのか、それとも純粋な褒め言葉なのか。

　その辺りの判断がつかない理世からしたら、どう反応するのが正しいのかわからない。

　目を泳がせ怜治から視線を背けると、彼は自分の方に視線を向けさせようとして声をかけてくる。

「理世さんは大人の女性ですが、反応すべてが初々しいですね」

「っ！」

　なんだか口説かれているような気分になってしまう。

　それだけ怜治の雰囲気とか口調が柔らかいのだ。東京駅で初めて顔を合わせたときとは雲泥の差だ。

　リップサービスだということはわかっている。だから、勘違いしてはいけない。

　こうして正装をしたときは、女性を褒めるのが彼にとっての礼儀なのだろう。

　怜治の家は、昔で言えば高貴な家柄だったと勲は教えてくれた。

　そういう家の出の人は、女性の扱いにも慣れているのかもしれない。

　彼にエスコートされて、パーティー会場までやってきた。

　会場のロビーには、ドレスアップをした老若男女がたくさんいる。その煌びやかな雰囲気に圧倒された。

　先程、怜治は理世が尻込みするだろうと思ってパーティーに出るということを伝えなかったと言っていた。

　それは正しい判断だったかもしれない。

　――だって、私。今すぐ逃げ出したいもの！

　間違いなく理世が近寄ってはいけない場所だ。

　気後れしている理世に怜治はいち早く気づいたようだ。逃がすまいとすぐさま会場に足を向ける。

「理世さん。さぁ、会場に入りましょうか」

「えっと、あの……」

「ほら、行きますよ」

「ちょっと待ってください。私、絶対に場違いです！」

　だから解放して欲しいと彼を見上げる。

　こそこそと逃亡を図ろうとする理世の腰に腕を回して、怜治は退路を断ってくる。

「貴女のお仕事の手伝いをしますと約束したでしょう？　その手伝いは、この会場でさせていただくつもりです」

　そもそも怜治の取材ができれば御の字だったのだ。これ以上は特に必要はないのだけど……。

　及び腰になりながら、ギクシャクとした動きで頷く。

「そうですけど……」

「そうでしょう？」

　彼は小首を傾げて綺麗な笑みでほほ笑んでくるが、だまされるものか。

　常にクールで冷静な怜治だ。そんな彼の笑みには何か裏があるはずである。

　何か逃げ道はないか。そう考えたときに脳裏に浮かんだのは、好々爺である勲の顔だ。

　理世はロビーを見回して、勲の姿を探す。

　怜治は勲の秘書だ。彼は勲をホテルの一室へと迎えに行き、このパーティー会場に一緒に入る必要があるはず。

　理世は、わざとらしく手を叩いた。

「えっと、あの！　勲さんを迎えに行かなくていいんですか？　私に構わず勲さんをお迎えに行ってください」

　なんなら私が迎えに行きますよ、と首を傾げてほほ笑む。

　すると、彼の唇が綺麗な弧を描いた。

「ご配慮いただき感謝いたします。ですが、ご心配に及びません」

「え？」

「私の主はすでに会場に入っております。このパーティーには会長のお友達がたくさんご出席されていますから。きっと話に花を咲かせていると思いますよ」

　艶然えんぜんと目を細められ、理世は絶望の淵へと追い込まれる。彼から逃げることは叶わないのだと諦めた。

　彼は急に腰を折り、理世だけにしか聞こえないように声を落とす。

「……それに、取材の条件も出したはずです。忘れてしまいましたか？」

「っ！」

　耳元に彼の吐息が当たり、飛び上がらんばかりに驚いてしまった。

　咄嗟に耳を手で覆い、彼を見る。

　怜治は自分の唇に人差し指を押し当て、悠然とした様子でかすかにだが唇に笑みを浮かべた。

「対価が欲しい、とね」

「う……っ」

「貴女は私に取材をしたい。それを引き受けるために、私は対価を要求した。私の要望は、貴女にパーティーに出席してもらうことです」

　何も言えずにいると、粛々とした態度で彼もこちらをジッと見つめてくる。

　一見優しげにも見える。だが、どこか威圧的にも感じて理世は震え上がった。

　冷静沈着な人が、妖しげにほほ笑む姿。その様がこんなに恐ろしいのだと初めて知った。

　顔を引き攣らせながら、それでも尻込みをする。ここで捕まってしまったら、彼の思うつぼになってしまう。

　すると、どこからか怜治を呼ぶ甘ったるい声が聞こえてきた。

「怜治さぁん。お久しぶりですぅ」

　豪華な振り袖を着た女性は、こちらに近づいてきて彼にしな垂れかかる。

　そして、意図的だろう。背の高い怜治を上目遣いで見つめた。

　あからさまなアプローチだ。目を丸くしている理世など眼中にはないようで、その女性は怜治に甘えた声で訴える。

「どうしてこの前は、勲おじさまと一緒にいらっしゃらなかったんですか？　私、ずっと貴方を待っていたのに」

　目を潤ませて怜治を見上げる女性を見て、すごいと内心で拍手を送った。

　男性を口説くための能力を彼女は持っていて、それを遺憾なく発揮している。見事だ。

　一方の怜治は、先程まで理世に見せていた顔とは打って変わり無表情になっている。

　だが、相手の女性は仕事の関係上邪険にはできない相手なのだろう。

　彼は、慎重な態度で彼女に謝る。

「申し訳ありません、崎山さきやまさま。どうしても手が離せない仕事がございましたもので、あの日は三栗屋と別行動を取っておりました」

　丁寧な口調で謝ったあと、怜治はさりげなく彼女と離れようとする。

　だが、崎山は手を伸ばして彼に再び近づき、それをすぐさま阻止してきた。

「今度、一緒にお食事してくれると言ってくれるまで、私は離しませんわ」

　キュッと彼の腕に纏わり付く彼女を見て、怜治は困ったように眉尻を下げている。

　理世に対してはあれだけ強引な態度で接してくるのに、崎山には無理強いできないようだ。

　その態度の違いにモヤモヤしてしまう。

　怜治の立場では無視できない女性なのだろうと推測できるが、彼ならばうまく女性を遇あしらえるはずだ。

　それなのに、さっさと彼女から離れようとしない彼になんとなく苛立ちを覚えてしまう。

　――どうして私がここで不機嫌になる必要があるのよ！

　これは怜治と崎山の問題である。全く関係のない理世があれこれ思案するものではない。

　自分に言い聞かせていることがまた意味不明だ。これではヤキモチを妬いているみたいではないか。

　あり得ない、と考えを払拭しようと首を振っていると、ようやくその女性は理世の存在に気がついたようだ。

「あら？　こちらの女性はどなた？」

　うふふ、と崎山は笑って取り繕っている。だが、口元がヒクヒクと動いた。

　彼女が理世を見る目は、明らかに敵対心剥き出しである。

　崎山に睨み付けられ、知らず知らずのうちに逃げ腰になってしまう。

　やはりここは家柄のいい者や、大企業の関係者が集うパーティーなのだ。

　理世のような、一般人はお呼びではない。

　頼むからここから逃がして欲しい。そう思った理世を阻止してきたのは、怜治だった。

　彼の手が理世の肩に触れたと思ったら、そのまま強引に彼の腕の中に引き込まれてしまう。

　目を見開いて彼を見上げたのだが、その視線の端には顔を引き攣らせた崎山が見えた。

　彼女が驚くのもわかる。怜治に抱き寄せられた本人でさえもビックリしているのだから。

　唖然としている理世を腕に抱え込んだ怜治は、崎山にとんでもないことを言い出した。

「彼女ですか？　私の恋人です」

「は……？」

　崎山の力の抜けた声が聞こえる。もちろん理世も彼女と一緒になって疑義を唱えたかった。

　呆気に取られて何も言えないでいたが、抗議の声を出さなければ。

　いつから怜治の恋人になったというのか。先日、東京駅で初めて顔を合わせたばかりのはずだ。

　だが、怜治に力強く抱え込まれてしまい、声がくぐもってしまう。

　もごもごという声しかでないほど彼の胸に顔を押しつけられているため、現在この場がどんな状況になっているのかさえ判断できない。

　怜治と崎山の顔色など見えない状況の理世を余所に、会話は続いていく。

「彼女は私の大事な人です。ですから、今後は女性からお誘いいただいてもお断りさせていただくつもりです」

　では、と言ったあと、怜治はその場から離れようとする。

　そこで、彼の腕の中に顔を埋められていた理世はようやく解放された。

　とはいえ、しっかりと彼の腕は理世の腰に回された状態になってはいたが。

　会場に入るよう促されて一歩足を踏み入れたとき、背後から崎山の驚愕した声が響き渡った。

「うそぉぉぉ！」

　あまりに悲痛な声が聞こえ、慌てて振り返ろうとする。しかし、それは怜治によって阻止されてしまった。

「さぁ、行きますよ。理世さん」

「……関さん」

　訝しげに眉を顰めて声をかけると、「なんですか？」と何事もなかったように彼は聞いてくる。

　飄々とした様子の怜治を、あきれ顔で見上げた。

「私、なんとなく読めてしまいました」

「そうですか。勘が鋭いですね。では、説明の必要はないということでよろしいでしょうか」

「説明はいりませんので、私を防波堤代わりにするのはやめてください」

　唇を尖らせてむくれると、怜治は口角を上げる。否定をしないということは、理世の指摘が正しいということだ。

　要するに、崎山のように彼に群がってくる女性が多数いる。

　特に、このような場では公開見合いのようになってしまうのだろう。

　それを阻止するために理世に偽りの恋人を演じさせて、とりあえず場を濁して逃げておきたいという訳だ。

「これが関さんが言う、対価ってヤツでしょうか？」

「ご名答。説明する手間が省けました」

　薄く笑う彼に、盛大にため息をつく。すると、彼は声を顰めた。

「ほら、見てご覧なさい。ハイエナみたいな女性たちが大勢いるでしょう？」

　彼が言う通り、会場内を見渡してみると怜治に秋波を送ってくる女性が多数いるのに気がついた。

　小さく頷いて返事をすると、彼は少しだけ疲れた様子を見せてくる。

「毎回遇うのが面倒なので協力してください」

　対価としてパーティーに出て欲しい。最初聞いたときは意味がわからなかったが、要するに女性避よけをして欲しいということだ。

　これが本当の理由だったらしい。納得だ。

　この場限りでいいのであれば、特に問題はないだろう。ここにいる女性たちと今後会う機会はないのだから。

　でも、理世が偽の恋人役を引き受けたとしても少々の時間稼ぎになるだけですぐに彼を狙う女性は群がってくるはず。

　それは怜治もわかっているのだろう。だが、一時でも煩わしさから解放されたいと思うほどいつも面倒な思いをしているのだと推測される。

　――なんか、大変だなぁ。

　名家の出でもあるし、三栗屋と強い結びつきがあると世間では認識されている。そんな怜治には、色々なしがらみがあるらしい。

　同情からというのもあるが、こちらとしては取材ができなければ困るのだから、引き受けるという一択しか残されてはいないのだけど。

　それに、ここまでの費用はすべて彼らに支払ってもらっている。もう引き返せない。

　理世は覚悟を決めた。

「わかりました。これでＷｉｎ－Ｗｉｎの関係ですね」

「そういうことです」

　深く頷く怜治を見て、理世は決意を固める。

　取材を引き受けてくれたお礼に、彼の恋人役を演じてあげようではないか。

　こういう場で恋人の存在を見せつけておけば、当分の間は女性からのアプローチが減るはずだ。

　それなら徹底的にやるべきだろう。中途半端では、すぐに嘘だと見破られてしまう。

　理世は「失礼します」とだけ小声で伝えると、彼の手に腕を回して身体を少しだけ密着させた。

　そして彼を上目遣いで見つめると、最初こそビックリしていた怜治だったが、理世の意図に気づいたようだ。

「そうですね。恋人なら、これぐらいはして周りに見せつけないといけませんね」

「その通りです。やると言ったからには、中途半端では終わらせません」

「なるほど。心強いですね」

　ありがとうございます、と耳元で囁く怜治の声にドキッとしすぎて身体が震えそうになった。

　お礼を言われただけなのに、身体中が熱くなるのはおかしいだろう。

　心が乱れていると彼に伝わったら恥ずかしい。

　密着していた身体を少しだけ離そうとしたのだが、それは失敗に終わった。

「ダメですよ、理世さん。貴女は見惚れてしまうほど魅力的なのですから気をつけて。ここには独身男性もたくさんいるのです。狙われてしまいますよ？」

　どうやら彼のやる気スイッチが入ったらしい。男性の視線に嫉妬している彼氏役に徹するようだ。

　偽りの仮面をつけるのが、とても上手だ。これはきっと慣れている。

　クスクスと声に出して笑ったあと、彼にだけ聞こえるような小さな声で少しだけ意地悪を言った。

「こういった場面、慣れていらっしゃいますね。今回は都合よく使える駒があったからよかったですけど、今後は恋人役を誰かに頼んでおかないとすぐに捕まってしまいますよ？」

　周りからは仲睦まじい恋人に見えるよう、細心の注意を払いながら彼を見上げる。

　すると、怜治は肩を竦めて理世に笑いかけてきた。

「お褒めいただき光栄です。そして、お気遣い感謝いたします」

「どういたしまして」

　顔をつきあわせてほほ笑んでいると、「理世さん」と声をかけられる。

　この会場で理世の名前を知っている人物はただ一人、勲だ。

　振り返ると朗らかな笑みを浮かべながら手を軽く上げて近づいてくる彼を見つけた。

「理世さん、ドレスとてもお似合いですよ。かわいらしい」

「ありがとうございます」

　勲に言われて、思わず顔が赤くなってしまう。

　こんなふうに褒められるなんて、大人になってからはなかなかない。だから、どうしても反応に困る。

「ねぇ、怜治くん。理世さん、かわいらしいですよね？」

　勲は、どこか意味深な様子で怜治に問いかけた。

　それを聞いて、彼の顔が少しだけピクッと反応した。

　だが、そこは怜治だ。顔色を変えず涼しい顔で「そうですね」と淡々とした口調で答えている。

　なぜかそんな様子の怜治を見て、勲は笑いを噛みしめた。

「なかなかお似合いな二人です」

「会長……」

　苦虫を潰したように顔を歪める怜治を見て、勲はなんだかとても楽しそうだ。

　どこか含みがある二人の一連のやりとりがよくわからなくて不思議に思っていると、勲は「本当に初々しいお嬢さんですね」と目尻を下げた。

「理世さんが今まで仕事だけに打ち込まれてきたのがわかりますね」

「そうでしょうか……」

　二十八歳なら、世間では十分大人として扱われる年齢だ。

　それなのに、初々しいと言われても困ってしまう。頼りないということだろうか。

　理世自身、特にそんなふうには思っていなかったので少々落ち込む。

「理世さん。なるべく怜治くんから離れないようにね」

　勲に言われて、首を傾げる。だが、すぐに言葉の底意そこいがわかり深く頷く。

「わかっています、勲さん。これも仕事のうちだと思って、関さん……いえ、怜治さんにくっついていますから！」

　勲は怜治から女性避けの話を聞いているはずだ。理世が頼りなさげに見えたからこそ「離れないように」と忠告してきたのだろう。

　彼から離れていたら理世がこのパーティーに出席した意味がなくなってしまう。

　そのことに気がついていますか。勲はそう言いたいのだ。

　ちゃんとわかっていますから。そんな気持ちを込めてグッと右手を握りしめてやる気を見せる。

「そういう意味ではないのですけどね……」

　なぜだか勲は微妙な表情をしたあと、気を取り直したように朗らかな笑みを浮かべた。

「理世さん、主催者からＯＫをもらいましたよ」

「え？」

「怜治くんからも聞いているでしょう？　貴女のお仕事をお手伝いしますよ、と」

「あぁ……」

　何度かその話を聞いてはいたが、どういうことなのかと不思議には思っていた。

　理解できないでいると、今度は怜治が説明してくれる。

「ここには貴女が言う、スーツ男子がたくさんいるでしょう？」

「え？　えぇ……」

　確かに、たくさんいる。それこそ華やかな装いをしている人が多く、誰しもが自分に似合うモノがどんなデザインなのか知り尽くしていそうだ。

　目に映る男性の多くが上等なスーツを着こなしており、それこそスーツ男子の宝庫とも言えるだろう。

　ようやくそのことに気がついた理世を見て、勲は茶目っ気たっぷりな目をしている。

「企画となれば、怜治くん一人だけでは物足りないでしょう？」

　確かにその通りだ。あと一人ぐらいは取材をしたいと思っていた。

　ここにいる人たちの多くは、日頃から仕事の場でスーツを着ているだろう。自分なりにスーツを着こなしている人との出会いがありそうである。

　それを見込んで、彼らは理世に仕事ができる場を提供してくれたのだろうか。

　そこで名刺をたくさん持ってこいと言われたのは、このためだったのだと思い至った。

「主催者さんにＯＫをもらったって……取材をお願いしてもいいということでしょうか？」

「ええ。もちろん気難しい人も中にはいますから注意が必要ですが、その辺りの選定は怜治くんがしてくれますから。安心して取材交渉してくださいね」

「っ！」

　感激で胸が詰まりそう。嬉しくて思わず泣いてしまいそうだ。

　取材をさせて欲しいとお願いして、迷惑をかけているのは重々承知していた。

　それなのに、理世の仕事にかける情熱を理解してくれて、こんな心遣いまでしてくれるなんて。

「ありがとうございます。私……絶対にいい記事を書きます！」

　涙声で宣言すると、勲は何度も頷いて頬を緩ませる。

「私はね、若い子が意欲的に仕事に取り組んでいる姿が大好きなんですよ。それにね、私は自分がかわいがっている人を応援するのも趣味でね」

「え？」

　どういう意味なのかと問いかけようとすると、横から「会長」という怜治の冷たい声が割り込んできた。

「今日は理世さんに付き添わせていただきますので、会長はあまり羽目を外しすぎませんよう」

　すっかり仕事モードの怜治を見て、勲は悪戯が見つかった子どもみたいに肩を竦めた。

　頑張ってね、と理世を励ましたあと、勲は再びパーティー会場の奥の方へと歩いて行く。

　その姿を見届けていると、怜治はウェイターから受け取ったシャンパンのグラスを理世に差し出してくる。

「仕事の成果を祈って乾杯といきましょう」

「ええ」

　彼の言う仕事というのは、怜治の女性避けと取材交渉のことだろう。

　怜治と軽くグラスを合わせると、それを一気に飲み干す。ミッション開始だ。

　グラスをテーブルに置き、怜治にエスコートされながら一歩を踏み出した。

　すると、すぐに声をかけてきた人物がいた。背が高く、ガッシリとした体つきの男性だ。

　男らしい雰囲気の彼は怜治とはまた違った魅力ある男性で、スーツがよく似合っている。

　その男性は怜治に向かって手を上げながら、こちらに近づいてきた。

「おい、怜治。本当に女性を連れてきていたんだな」

「……ああ」

　顔を渋く歪める怜治を見て楽しげに笑ったあと、男性は理世に挨拶をしてくる。

「こんばんは。宮島みやじまと申します」

　そう言いながら彼は名刺を差し出してきた。理世も慌てて名刺を取り出して交換をする。

　肩書きを見てビックリした。携帯アプリで頭角を現している企業のＣＥＯだったからだ。

「怜治とは高校からの友人でしてね。今日は久しぶりに会えるかと思って楽しみにしていたんだけど……」

　ニコニコと愛想よくほほ笑んでいた宮島だったが、怜治を見ると真剣な表情へと変わる。

「何だよ、お前。キャラ変したのか？」

「うるさいですよ」

　怜治は背筋が凍るような冷たい視線を宮島に向けたのだが、その視線を真っ向から受けたはずの彼は気にもしていない様子だ。

「いや、マジで。あんなに女を毛嫌いしていたのに……。恋人と一緒にパーティーに出席って。嘘かと思ったけど」

　宮島はそう言いながら、理世を見下ろしてくる。そして、再び甘くほほ笑んできた。

「こんなにかわいい女性がいるってことは。本当だったのか!?」

　煙たがっている怜治を指さし、宮島は「こんなヤツなんだけどいいの？」と小声で聞いてくる。なんだか憎めない人だ。

　クスクスと声に出して笑っていると、宮島は理世が手渡した名刺を見たあと、首を傾げる。

「中川さんは、フリーライターをしているんですか？」

「はい。それで――」

　今回怜治に同行させてもらったのは取材目的でもあると説明をすると、すぐにピンときたらしい。

「あ、わかった。はいはい。そういうことね」

　澄ました顔で宮島は怜治を見つめる。昔からの仲なので、彼が考えていることは手に取るようにわかったのだろう。

　小声で「女性避けを頼んだのか」と呟いた。そんな彼に、怜治は鋭い声で「シッ」と制止した。

　宮島は「了解」とだけ告げたあと、理世に近づいて小声で言う。

「中川さん。コイツに無理矢理やらされたんでしょ？」

「あはは、交換条件なので」

　その言葉で彼は何もかもを悟ったようだ。仕事とはいえ君も大変だね、と同情されてしまった。

　だが、これはチャンスだ。事情がわかっていて、何より怜治の友人なら信用できる。

　理世は、宮島にも取材交渉をした。

　その話を聞いた宮島は、目を丸くさせて自分を指さす。

「え？　俺でいいの？『オルグイユ』って人気がある女性ファッション誌だよね？」

「はい。ぜひ、宮島さんにも取材させていただきたいんですけど」

　食い込み気味で彼に近づいて懇願すると、最初こそ理世の勢いにビックリしていた宮島だが、すぐに大きく頷いてくれた。

「了解、いいよ」

「本当ですか!?」

「うちの会社の宣伝にもなるしね」

「では、後日連絡させていただきます。名刺に書かれている連絡先で大丈夫ですか？」

「うん。会社の広報部を通してくれた方が助かるな」

　これにて取材人数は稼げた。宮島なら怜治とは違った魅力がある男性なので、紙面映えしそうだ。

　これはいい企画になりそうだ、とほくほくしていると、宮島が耳打ちしてくる。

「中川さん、気をつけてね」

「え？」

「アイツ、今まで見たことがないぐらい機嫌悪そうだから」

　そう言って顎でさした先には、涼しげな笑みを浮かべている怜治がいた。

　だが、特に機嫌が悪そうには見えない。仮に機嫌が悪かったとしても、この短時間で彼に何が起こったというのか。

「じゃあね。中川さん」

「あ、はい。では、また」

　首を傾げていると、「そのうちわかると思うよ」と意味深な言葉を残して宮島は逃げるように去って行く。

　手を振って見送ったあと、怜治に向き直った。

「宮島さん、楽しい人ですね」

「……ええ、騒がしい男ですがね」

　おや、と首を捻る。確かに宮島の言うとおりで、少しだけ様子がおかしい気がする。

　だが、理世の思い違いだったようだ。

　すぐに彼は、「よかったですね」とほほ笑んでくれた。

「宮島なら、今回の企画にピッタリ合いますね」

「はい、私もそう思います。それに、怜治さんのご友人なら心配いりませんものね」

「心配？」

「ええ。ほら、勲さんが気難しい人がいるからって言っていたじゃないですか」

「あ、ああ……はい」

　歯切れの悪い返事をする怜治だったが、目尻を下げて理世を見下ろしてくる。

「ええ。人間的に心配はいらないと思います。……ただ騒がしいだけで」

　ぽつりと呟く彼がなんだかおかしかった。でも、それだけ宮島に心を許しているのだろう。

　男の友情もいいなぁと思っていると、また違う人から声をかけられて挨拶をする。

　そんなことを何度も繰り返し、無事パーティーはお開きとなった。
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「かなりの収穫があったようで何よりです」

「はい！　お二人のおかげで、取材交渉ができました」

　ありがとうございます、と深々と頭を下げると、勲は嬉しそうに首を横に振る。

「誰もがＯＫしてくれるものではありません。きっと貴女の熱心さが眩しくて引き受けてくれたんでしょう」

「そうだといいのですが……」

　照れながら言うと、彼は目尻に皺をたっぷり作ってうんうんと頷いた。

　パーティーは無事終了を迎え、現在最初に通された勲の部屋に戻って来ている。

　理世の手元には、色々な会社で活躍している男性たちの名刺でいっぱいだ。

　何人かには取材交渉をし、ＯＫをもらえている。

　また後日連絡を入れて、詳しい日程を詰めることを約束してくれた。

　今回はスーツの取材だが、『男性のこんなところが萌える！』企画はまだ四回ほど続く予定である。

　次回以降の題材もある程度は決まっていたので、その企画に合いそうな人に取材交渉をしておいたのだ。

　これで今後の取材には困らないだろう。ホッと胸を撫で下ろす。

　ここまで順調に仕事が進んだのは、目の前にいる勲と怜治のおかげだ。

　何から何まで助けてもらい、なんとお礼を言ったらいいのかわからない。

　仕事の手伝いをしてもらった上に、今からは怜治に取材をする時間を設けてもらっている。

　疲れているときに大変申し訳ないが、もう少しだけお世話になる予定だ。

　すると、勲が腰を上げた。

「じゃあ、理世さん。私はここで」

「え!?」

　これから怜治に取材をする予定だったのだが、当然勲も同席してくれるものだとばかり思っていた。

　ビックリして勲を見上げると、彼は名残惜しそうな表情で謝ってくる。

「ごめんね、理世さん。最後まで貴女の仕事を見届けたかったんですが、これから旧友の家に行くことになってしまってね」

　なんでもこのパーティーで久しぶりに再会し、積もる話がまだ尽きぬほどあるという。

　そこで、友人の家に行って、酒を酌み交わす約束をしてきたようだ。

　今から向かうそうで、ここで別れなければならないらしい。

　急なことに驚いたのと同時に寂しさが込み上げてくる。

「もうお別れなんですね」

　お世話になってばかりだったのに、お礼の一つもできなかった。

　それを悔いていると、彼は柔和にほほ笑む。

「お礼は怜治くんに。私は何もしていませんよ？」

「そんなことありません！　勲さんと怜治さんのおかげで、企画記事が書けそうなんですから」

　それだけではない。次回以降の企画記事につながる人脈も用意してくれた。感謝しかない。

　何度も礼を言う理世に、勲は手をぽんと叩いた。

「では、理世さんの記事が掲載された雑誌が発売したら、また東京でお会いしましょう」

「本当ですか！　ぜひ、勲さんに記事を見ていただきたかったんです！」

　雑誌ができあがったら、真っ先に送ろうと思っていた。

　だけど、手渡しができそうで嬉しくなる。

　なんだかおじいちゃんに会っているようで、この短い間に勲のことが大好きになってしまった。

　だからこそ、取材が終わってしまい、会えなくなるのが寂しくて仕方がなかったのだ。

　でも、また勲に会える。そう思ったら、俄然元気が出てきた。

「ぜひ、そのときはお礼をさせてください」

「フフ、楽しみにしておりますよ」

　では、またね。そう言って彼は部屋を出て行ってしまった。

　勲がいなくなってしまい、なんだか部屋の中が静かになったように思える。

　――怜治さんと二人きり……？

　密室に二人きりというシチュエーションだとようやく気がつき、居心地が悪い。

　ものすごく緊張しているのが自分でもわかり、この沈黙をなんとかしようと必死になる。

　彼に視線を向けると、なぜか苦々しい表情を浮かべて勲が去った扉を見つめているのが気になった。

「えっと……怜治さん？」

　すっかり名前呼びに慣れた理世は、彼に声をかける。

　すると、すぐさまその表情を引っ込めた彼は、丁寧な口調で聞いてきた。

「理世さん、お腹は空いていませんか？」

「え？」

　彼に言われるまで気がつかなかったが、指摘されるとお腹の音が鳴りそうになる。

　現在、夜の十時過ぎだが、昼を食べてからここまで飲み物以外、口にしていない。

　一応立食パーティーではあったので、会場の隅にはケータリングがあった。

　でも、二人がその場に立ち寄ることは不可能だったのだ。

　なにしろ怜治を狙う女性たちが声をかけてきたり、三栗屋と繋がりが欲しい人たちが怜治を伝にして縁続きになろうとしてきたりと二人の周りには人が絶えなかったから。

　その上、理世のために怜治が声をかけてくれた人たちへの取材交渉もあり、食事どころではなかったのだ。

「確かにお腹が減りました……」

「そうかと思いまして、ルームサービスを頼んでおきました。ああ、ようやく来たようですね」

　部屋のブザーが鳴る。ホテルスタッフがやってきたようで、怜治は扉のところで応対するとカートを押して戻ってきた。

　カートの上には、サンドウィッチやフルーツ、オードブルが載っている。それにワインのボトルも。

「摘まみながら取材を受け付けますよ」

「はい、ありがとうございます。でも……何から何まで申し訳ないです」

　恐縮している間にも、彼はワイングラスにボルドーの赤を注いでいく。

「貴女をここまで連れてきてしまったお詫びでもあるのですから。お気になさらず」

　確かに東京で取材をすることは可能だったはず。それなのに強引に京都まで理世を連れてきたのは怜治たちだ。

　しかし、理世ばかりが美味しい蜜を吸っているように感じて申し訳なくなる。

　理世の気持ちが伝わっているのか。怜治は皿に料理を取り分けながら、「貴女には感謝しているのです」と柔らかい口調で言う。

「私を守ってくれたのですから」

「……そんなに効果ありましたか？」

　確かに数名の女性が敵対心剥き出しで話しかけてきたが、うまく躱かわせただろうか。

　心配だと告げると、彼は首を左右に振る。

「効果てきめんでした。いつもなら、あの倍以上は女性に声をかけられます」

「倍……ですか」

　彼としては勲の秘書としてああいう場に行っているはずだ。それなのに、女性に声をかけられっぱなしでは仕事にならないだろう。

　今日は女性避けがうまくいき、声をかけられるのが少なかったかもしれない。

　しかし、怜治は常に理世と一緒にいたので、結局は秘書としての仕事ができずじまいだった。

　それを憂うと彼は「お気遣いありがとうございます」と頬を緩ませる。

「貴女の側にいるように言ったのは、会長です。彼が望んだことですので気にする必要はありません。会長もそう言っていたでしょう？」

「そうですけど……」

「ですから大丈夫ですよ」

　丁寧な口調で諭されて、ようやく安堵した。

「ご飯を食べながら、話しましょうか」

「はい」

　ボイスレコーダーの録音ボタンを押したあと、インタビューで聞こうと思っていた項目を次から次に質問をしていく。

　スーツはどこで購入しているのか。こだわりはあるのか。小物使いが素敵だが、何かお手本にしているものはあるのか。

　それらすべてに彼は淀みなく答えていく。

「そうですね……。スーツは基本オーダーメイドで作ります。こだわりは、動きやすさには気をつけていますね。あとは秘書という仕事柄、あまり個々を主張しないスーツ選びを心がけています。好きな色はブルーなので――」

　彼の話は、こちらの興味をそそられるようなものばかり。ついつい脱線して、もっと深いところまで聞いてしまう。

　三十分もあれば取材は終わる、なんて最初に言っていたのに、食事をしながらとはいえ気がつけば一時間を過ぎていた。

　これだけ内容が濃ければ、記事を書くのに困らないだろう。

　ボイスレコーダーを止め、次はカメラを取り出す。レフ板などを設置して、明かりの調節をした。

　この高級感溢れる部屋であれば、きっと絵になる。それに今の彼はパーティー仕様で、華やかさを増している装いなので、素敵な写真が撮れるはずだ。

　カーテンを開けて夜の空が映るようにしたあと、彼にはその傍らに立ってもらう。

「プロの方に写真を撮ってもらうのは緊張しますね」

「そうですか。全然そんなふうには見えませんよ」

　話しながらシャッターを何回も切る。このラグジュアリーな空間に、ドレッシーなスーツ姿の怜治は特に絵になった。

　そのあともソファーに座ってもらったりと違うポーズをいくつか撮らせてもらい、写真撮影は終了。

　これにて今回の取材はすべて終わりだ。

　長い一日だったが、無事企画記事を書くことができそうで胸を撫で下ろす。

　機材をすべて片付けて、怜治にお礼を言う。

「これで取材はすべて終了となります。色々とお話を伺えてよかったです。いい記事が書けると思います」

　胸を張る理世を、怜治は嬉しそうに目を細めて見つめてくる。

「それはよかったです。こちらこそ、ありがとうございます。一日付き合わせてしまいましたね」

「いえ。私でお役に立てたのならよかったです」

　怜治には恋人がいるという噂が広まったはず。これなら、短期間ではあるが多少彼の周りは落ち着くだろう。

　理世の存在で彼の煩わしさを少しでも軽減できたのならばいい。

「では、今回の記事ができあがりましたら一度チェックしていただきたいのでご連絡させていただきますね」

　失礼します、と荷物を持って部屋を立ち去ろうとすると、怜治は「お待ちください」と声をかけて来た。

「もしかして、これから東京に戻るおつもりですか？」

　さすがに今から東京に戻るのは無理だろうから、始発までファミレスとかで時間を潰すつもりだと伝えると、彼は小さく息を吐き出した。

「理世さんには、こちらに泊まっていただくつもりで動いておりました」

「ええ!?」

　驚いて声を上げてしまう。慌てて口を手で押さえると、彼は恭しくほほ笑んだ。

「今日はこちらの部屋でお休みください。宿泊するのに必要な着替えなどは、ホテルコンシェルジュにお願いして用意してもらっていますから。そちらをお使いください。洗濯物はランドリーサービスに。明日の朝には部屋に届けてくれますから」

「で、でも……」

「元々会長が泊まる予定でリザーブしておいたのですが、当人はここにはおりません」

　確かにその通りだが、それでもこんな豪華な部屋に泊まるなんて尻込みしてしまう。

　戸惑いを見せる理世に、彼は畳みかけるように続ける。

「誰も泊まらないのでは、せっかく取っておいたのにもったいないでしょう？」

「そうかもしれませんけど……。あ、怜治さんがお使いになったらいかがですか？」

「私は隣に部屋を用意してありますから」

　怜治の話では、最初から三部屋を押さえておいたらしい。

　理世のために用意してあった部屋より、こちらの部屋の方がグレードが高いのでよかったら使って欲しいと言われる。

　確かにこの部屋を使わないのは、もったいないが……。

　視線を泳がせると、彼は心配そうに顔を歪めてきた。

「ファミレスで、それも女性一人で夜を明かすなんて……。何か事が起きてからでは遅すぎます。それに、私は一晩中貴女の心配をしなければならなくなるのです」

　そんなふうに訴えかけられたら、意地を張って「帰ります」とは言えなくなってしまった。

　渋った挙げ句ではあるが、理世は頷く。

「では、お言葉に甘えさせていただきます。本当に怜治さんにはよくしていただいて感謝しているんです。特に宮島さんとの取材交渉ができたのが嬉しくて！」

　怜治と宮島。タイプの違ったイケメンが紙面に載るかと思うと、今からドキドキする。

　それではこれにてお開きということで、そんな気持ちを込めて彼を見上げたのだが、なんだか様子がおかしい。

　先程までの恭しく丁寧な表情から一変して、どこか雰囲気が変わった気がした。

「怜治さん？」

　何も言い出さない彼を不思議に思っていると、「こちらへどうぞ」と部屋の奥へと理世を誘ってくる。

　荷物をソファーの傍らに置いて素直に従ってついていくと、彼は急に理世の手首を掴んでそのままベッドに押しつけて覆い被さってきた。

「れ、怜治さん!?」

　豹変した彼を信じられない気持ちで見上げると、怜治はネクタイを右手で緩め始めた。

「宮島は貴女の好みの男ですか？　よかったですね。いい出会いがあって」

　言葉の端々に苛立ちが込められているように感じられた。

　頭の中が真っ白になり、何も考えられなくなってしまう。ただ、こんな状況になってしまったのはどうしてなのか。理由を探すのに必死だ。

「貴女は私に感謝していると言った。それは、私もですよ」

「怜治さん？」

　なんだか怖く感じる。先程までの彼が纏っていた雰囲気とはまるで違っていた。

「でも、宮島ばかりに美味しい蜜を吸わせたくはないのです。彼とは昔からライバルでしてね。負けるのは、口惜しい」

「……っ！」

　シュルルと音を立ててネクタイを抜き取る。それをベッドの下へと落とした彼は、ジャケットを脱ぎながら理世を誑たぶらかすように艶めかしく口角を上げた。

「今日のお礼に、貴女をかわいがってあげましょうか。女は皆、私に抱かれたいと懇願してきます。靡なびかない女なんていない」

「怜治さ……」

「貴女を楽しませてあげることは、私でも可能ですよ？」

　宮島に食われる前に、私が食べて差し上げます。

　彼は、蠱惑的こわくてきな声で囁いた。
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「……んんっ！」

　荒々しく理世の唇にキスをする。抵抗をし続ける彼女の唇からは、甘ったるい声が零れ落ちた。

　もっと、その声が聞きたい。そんなふうに思うのは、絶対におかしい。

　彼女は、ただのライター。現在ここにいるのは、仕事のためだ。

　自分に言い聞かせて叱咤するのだが、彼女の唇が誘惑しているように見えて口づけを止めることができない。

　こんな不届きな行為をしているくせに、頭の中は冷静に分析を始める。

　女性に対して理性が奪われた経験は一度もない。それなのに、どうして彼女に対しては込み上げてくる感情のまま動いてしまうのか。全く理解ができない。

　女性不信気味なのはわかっている。女性に押し倒されることはあっても、自分からするなんてあり得なかった。でも――。

　宮島と理世が笑い合う姿が脳裏に焼き付いていて、どうにもならない焦燥感だけが渦巻いていく。

　どうしてこうも彼女が気になってしまうのか。

　しかし、一方の理世は怜治に男としての関心はない。あるのはただ、取材対象としての興味だけだ。

　それがわかり、ますます苛立ちが増す。

　ドレスをたくし上げ、彼女の太ももに触れる。

　――理世さんが私を男として意識してくれればいいのに。

　ふと頭の片隅に思い浮かんだ感情を知り、一瞬彼女に迫る手を止めた。

　意識した途端、先程までの苛立ちではなく、愛おしいという気持ちが込み上げてくる。

　消化しきれない自分の気持ちに戸惑っていると、両頬に刺激が走った。

　ハッと我に返って視線を落とすと、眉間に深く皺が刻み込まれた彼女と目が合った。

「雑食ですか？　貴方は」

「え……？」

　頬に触れていた彼女の手が、今度は怜治の胸元をグッと力強く押してきた。

　必然的に距離を取られ、目を丸くして彼女を見つめる。

　理世は起き上がると、乱れてしまったドレスの裾を直した。

「私みたいな珍獣じゃなくて、今日のパーティーに出席していた女性たちに相手をしてもらってください」

　冷め切った目で怜治を一瞥すると、彼女はベッドから降りて苦言を呈してくる。

　そもそも、と言いながら呆れた表情を浮かべた。

「怜治さんって、女性に対して丁寧な接し方をしますけど、実は辛辣ですよね。隠しているみたいだけど、ハイエナとか言っちゃうぐらいだし。女性を信用していない証拠ですよ」

　耳が痛いし、その通りだ。何も言えないでいると、彼女は腰に手を置いて怜治を見下ろしてきた。

「そんな調子では、いつまで経っても貴方だけを見てくれる人なんて現れませんよ？」

　そう言って、動くこともできない怜治を残したまま、彼女はベッドルームを出て行こうとする。

　部屋を出る間際、ふと彼女の足が止まった。

「私、ここには泊まりません」

「理世さ――」

　彼女の名前を言いかけたのだが、それを遮るように理世は振り返って怜治を見た。

「取材はしっかりできましたし、写真も綺麗に撮れたので怜治さんにこれ以上お手間をおかけする必要はないかと」

「待ってくれ、理世さん」

　慌ててベッドから降りて引き留めようとしたが、彼女は怜治の言葉など耳に入っていないように素知らぬふりをする。

「ああ、原稿を書き終えましたら、確認のためにメールでデータを送らせていただきます。勲さんによろしくお伝えください」

　もう二度と会うことはない。間接的にそう言ってきた。

　その瞬間、言い様もないほどの不安と寂しさが押し寄せてくる。

　荷物を持って部屋を出て行こうとする理世に駆け寄り、彼女の手を掴んだ。

「悪かった」

「……」

　何も返事がないのが、また堪える。でも、彼女が怒るのも当然だ。それだけのことをしてしまったのだから。

　だけど、彼女と二度と会えなくなるのは辛い。今はとにかく許しを乞う前に、引き留めておくことが先決だ。

　動きを止めた彼女を見て、ゆっくりとその細い腕を離す。

「泊まっていってください。私は、隣の部屋に戻ります」

「でも……」

　渋る彼女をソファーに座らせ、傍らに膝を突く。

　困惑した色を浮かべた理世に、誠心誠意込めて懇願する。

「こんな時間に、貴女一人で夜道を歩かせたくはない」

「怜治さん……」

「もう、馬鹿なまねはしません。ですから、安心して休んでいってください」

　何かを言おうと口を動かした彼女だったが、否定的な言葉を聞きたくなくて部屋を出る。

　シンと静まりかえる通路の壁に寄りかかり、重い吐息が零れた。









「何をしているんだ、私は……」

　後悔の念に苛まれながら、静かに佇む。

　怜治が部屋を出てからしばらく経つが、理世が出てくる様子はない。

　どうやら泊まっていくことにしたのだろう。ホッと胸を撫で下ろす。

　怜治は隣の部屋に戻り、ベッドにダイブする。自己嫌悪で、どうにかなってしまいそうだ。

「……これが嫉妬という感情なのか」

　冷静になった今なら、それがわかる。

　理世が男性に笑いかけるたびに苛立ちが増していったのは、嫉妬からだったのだ。

　彼女に惹かれてしまった故の感情の起伏。それにようやく気がついた。

　思い起こせば、最初から彼女が気になって仕方がなかったのだ。あのキラキラと輝く目にやられてしまったのだろう。

　彼女との初対面はなかなかにインパクトのあるものだった。

『どうか取材をさせていただけないでしょうか？』

　突然話しかけてきた彼女の目はキラキラと輝いていた。

　怜治は常に女性からそういう目で見られているのを自覚している。だから、初めは自分を狙っているだけだと無視を決め込もうとした。

　だが、よく理世の目を観察するととても澄んでいて、邪よこしまなものは一切感じられなかったのだ。

　まずは、そのことに驚いた。怜治を見ても男としての魅力を感じて見ているのではなく、純粋に取材対象を見つけた喜びに満ちていたからだ。

　綺麗だと思った。彼女の表情に囚われた瞬間だった。

　中川理世は、目を見張るような美人ではないかもしれない。だが、人を惹き付ける何かがある人だ。

　仕事に誇りを持ち、何事にも一生懸命。そんな人間だからこそ、輝いて見えるのだろう。

　怜治にしな垂れかかってくる女性はたくさんいる。

　恋愛対象として近づいてくるのなら、まだいい。怜治と結婚すれば将来安泰などといった打算的な感情で動いている女性のなんと多いことか。

　そういうのに辟易としていたので、女性とは距離を置くようにしてきた。

　だが、理世は違う。仕事に全身全霊で打ち込んでいて、怜治の周りにはいないタイプだと思った。

　それに気がつき、純粋に彼女に興味を持った。そんな怜治にいち早く気がついたのは勲だ。

　だからこそ、怜治の意見を聞かずに半ば強引な形で彼女からの取材依頼を引き受けたのだろう。

　最初こそ勝手に決めてしまった勲に苛立ちを覚えたが、心の片隅では再び彼女に会えることをなぜか喜んでもいたのだから苦言を呈する訳にもいかなかった。

　仕事の時間が押していたため、東京駅でそのまま別れたのだが、なんとなく彼女の顔が脳裏にちらついて仕方がなくなり……。気がついた時には、自らが色々と動いていた。

　彼女には今回のパーティー出席は勲が提案したかのように言ったが、本当は違う。

　今回のパーティーに理世を参加させてみたらどうかと打診したのは怜治だ。

　取材なら東京で事が済む。彼女が小一時間で終わると言っていたので、さほど手間はかからないだろう。

　それはわかっていたのだが、仕事に一生懸命な彼女を応援したくなった。

　パーティーに出席すれば、スーツを着こなす男性はたくさんいる。取材の手助けになるのではないかと思ったからだ。

　勲に今回の件を提案したときは驚いた様子だったが、人の悪い笑みを浮かべてもいた。

『怜治くん、なんだか最近楽しそうだね。理世さん効果かな？　仕事を頑張っている人は応援したくなるよねぇ』

　意味深に言ってニヤニヤと笑う勲に、『人間として彼女に興味を持っているだけです』と伝えた。

　そのときの怜治にしてみたら、率直な気持ちだった。

　それに毎度パーティーなどに出席すると秘書としての役目を果たせなくて困っていたので、『彼女に女性避けをしてもらおうと思いついたから』と告げると、勲はどこか呆れた様子でため息をついていた。

　とはいえ、女性避けはおまけみたいなモノだ。

　理世を気に入っている。だからこそ、彼女の役に立ちたいと思ってパーティーに無理矢理連れてきたのだ。

　着飾った理世は目を見張るほどに美しかった。雰囲気がガラリと変わり、彼女にはこんな一面もあるのかと驚いた。思わず口説くような言葉がスルスルと出てしまったほどだ。

　だからこそ、ある種の使命感も生まれた。

　これから彼女に取材対象になりそうな人を紹介する。もちろん、安全だと判断した男性のみを厳選するが、周りはそんな温厚な人ばかりではない。

　理不尽なことで彼女を傷つけてくる輩からは、絶対に守り抜かなければ。

　そう思っていたのだが、怜治が助ける場面は一度も訪れなかった。

　それどころか、怜治が率先して動かなくとも、彼女の周りには常に人の輪が出来ていた。

　最初こそ尻込みして逃げ出そうとしていた理世だったが、心配する必要はなかったのだ。

　ありとあらゆる業界のトップや、将来高い地位に就くであろう男性とも会話を途切れさせることはない。臆せず会話ができていた。

　彼女は誰かが助けなければならないほどか弱くなく、自分の足で立てる女性だと認識を改めた。

　怜治が『対価に』と望んだ女性避けもなんなくこなしてくれる。

　女性たちからの悪意ある視線にも怯まず凜とした態度を取る彼女は、かっこいいと賞賛したくなったほど。

　そんな理世だが、恋愛慣れしておらず初心である。その上、小柄でパッと見は庇護欲を掻き立てられる女性だ。だけど、その内面にはエネルギッシュなものを隠し持っているのを知った。

　誰もが彼女のキラキラとした目に魅了されていく。それがわかって、なんとも言えぬどす黒いモノが込み上げてきた。

　どうしてこんな気持ちになるのかわからないまま、早くパーティーが終わればいいのにと願い続けた。

　ようやくパーティーが終了して、部屋に戻ってきた彼女は満面の笑みを浮かべて嬉しそうだった。

　それもそうだろう。今後の仕事に繋がる出会いがいっぱいあったはずだ。

　彼女の手元にある名刺がそれを物語っていた。

　喜ばしいことだ。彼女の仕事のバックアップができたのだから。

　だけど同時に、モヤモヤとした気持ちで胸が苦しくなる。

　この感情がなんなのかわからないうちに、部屋で一緒に食事を取りながら取材をうけることに。

　美味しそうに料理を頬張り、自分にだけ向けられた笑顔を見たとき。彼女に触れたいと思いながらも、なぜか苛立ちを覚えてしまった。

　こんなにかわいい笑顔を怜治に見せてくるくせに、他の男にも同じ笑顔を振りまいていた彼女。

　特にイライラとしたのは、理世が宮島との出会いを喜んでいたことだ。

　彼女としては、純粋に取材対象を得たことが嬉しかったのだと思う。

　でも、理世の口から宮島の名前が出てきた瞬間、理性が擦り切れてしまった。そして、あの失態だ。

　これまでの自分の感情を整理して、導かれた答えにため息しか出てこない。どうやら恋に落ちてしまったようだ。

　恋なんて何年ぶりだろうか。それもこんなふうに直感的に女性を好きになったことはない。初めてだ。

　だからこそ、自分の気持ちになかなか素直になれなかったのだろう。

　勲がなにかと怜治と理世を二人きりにさせようとしていたことに対して「余計なことを」と内心舌打ちしていた。

　しかし、彼は怜治本人よりも前に気がついていたのだ。理世に対する、怜治の気持ちを。

　自分の鈍感ぶりに肩を落としてしまう。

　だが、問題はここからだろう。あんな愚行をするべきではなかった。

　怜治が嫉妬してしまったからこその行為だとは、彼女は知らない。

　先程まで自分自身でさえわからなかったのだから当たり前だ。

　現在、彼女から見て怜治は最悪な立ち位置の男で間違いないだろう。頭が痛い。

　もっと早くに自分の気持ちに気がついていれば、こんなことにはならなかったのに。

　悔やんでも、残念ながら過去には戻れない。でも、指を咥えたまま彼女をみすみす手放すようなまねはしたくはない。

　今まで落ちない女性はいなかった。それも怜治からベッドに誘った場合、百パーセントの確率で女性は身を委ねてくる。

　だが、理世は違った。それが新鮮で、やはり彼女は今まで怜治が出会ってきた女性たちとは違うのだと再認識する。

『女を甘く見ているから、こんなことになるんですよ』

　そんな理世の声が聞こえた気がした。全くその通りだ。

　女に対して斜に構えていたせいだと痛烈に批判された気分である。

　ますます彼女への想いが募っていくのを感じながらも、現在の自分の立ち位置を思い出して意気消沈した。

　どうしたものかと考えあぐねていると、携帯が着信を知らせてくる。妹の智実ともみからだ。

「どうした？　智実」

　こんな時間に彼女から電話が来るのは珍しい。何かあったのかと心配になったのだが、受話器越しの彼女の声はどこか興奮気味だ。

『お兄ちゃん、聞いたわよ！　京都でのパーティーで女性を同伴させたんですって？』

　パーティーが終わって、まだ二時間。それなのに、すでに智実の耳に入っているとは。

　噂というのはこんなに早くに広がるのかと恐れ入る。

　ため息をこっそりついていると、智実はそわそわした様子で質問してきた。

『それも、その女性と結婚秒読みなんて！　ずっと私に内緒にしていたのはどうして？』

　お母さんも驚いていたわよ、と聞いて顔を顰める。厄介な人の耳にも噂が届いてしまったようだ。

「噂というものは怖いね、智実。結婚秒読みなんて、そんなことはないよ」

　それどころか、怖がられて嫌われてしまったかもしれない。

　思わず泣き言を言いたくなった怜治に、智実は『なぁんだ』と残念そうな声を出す。

『パーティーではお兄ちゃんの話題で持ちきりだったらしいよ？　将来三栗屋の重役ポストに座る貴公子が初めてパーティーに女性を伴っていたんだもん。周りだってビックリするわよ』

　勲には実子がいない。そこで、怜治に後を継がせたいと思っているようだ。

　そのため幼い頃から英才教育を受けて育ち、こうして勲の右腕になるべく勉強をしている現状。

　だからこそ、名家のお嬢様方は怜治に対して秋波を向けてくるのだ。何度、襲われそうになったことか……。

　そんなこともあり、それが余計に怜治の女性不信に拍車をかけていた。

　勲にも「私は結婚しませんので、跡取りにしない方がいいですよ」と伝えているのだが……。

「そのときは、そのときですよ」と相変わらず食えない笑顔で言われてしまっている。

　怜治が女性不信だということは智実も知っているので、噂だとはいえビックリして電話をかけてきたのだろう。

　一緒にいた女性は取材でいただけだと伝えたのだが、さすが我が妹だ。勘が鋭い。

『本当にそれだけ？　恋人だって言っていたらしいじゃない』と痛いところを突いてきた。

　女性避けのために、彼女に了承を得てから恋人だと触れ回ったと伝えると、智実はがっかりしている様子だ。

　身体を起こしてベッドに座り、話題を変えた。これ以上、この件については突っ込まれたくなかったからだ。

「ところで体調はどうだ？　大丈夫か？」

『すっかり元気よ。それに私の旦那さまは優しくていつも気遣ってくれるし、大丈夫』

「それならよかった」

　惚気ている様子を聞く限り、本当に大丈夫そうだ。胸を撫で下ろす。

　智実は三年前、大病を患った。今は完治しているが、あの頃は生きるか死ぬかの背中合わせで、人生に絶望している智実を見るのは辛かった。

　いつまでこんなことが続くのだろう。そんなふうに嘆いて家族が疲れ切っていたときだ。

　重い足取りで病室へと行くと、智実が目を輝かせて雑誌を見つめていた。生き生きとした表情を見るのは久しぶりで、どうしたのかと聞いたのだが……。

　彼女はあるページを開いて見せてきた。色鮮やかな写真だ。

　その場所に見覚えがあった。家族旅行でよく訪れた海岸だったから。

　ただ、こんな色鮮やかな海岸を見たことはなく、同じ場所でも時間や季節が違うだけでこうも変わるのかと驚いた。

　旅行誌のコラムのようで、そこに書かれていたある文章に目を惹かれる。

『見飽きたと思っていた場所。だけど、貴方が知らないだけで違う顔があるのかもしれない。それを見ないなんてもったいない』

　それを見て、智実は泣き笑いをした。

「本当にそうだよね。だって、この海岸なんて何回も行ったことがあって見飽きているじゃない？　だけど、こんなに綺麗な海になるときもあるんだね。この景色を見たいなぁって思ったらね。嘆いてばかりじゃダメだと思ったの。だって私が知らない世界がまだまだたくさんあるんだもん」

　久しぶりの智実の笑顔に、怜治はどれほど救われたか。

　それからだった。智実はずっと怖がっていた手術や治療にも意欲的に取り組み、執念と根性で病を完治させた。

　あのコラムと写真のおかげで紡いだ命だ。感謝しても仕切れない。

　この記事には〝ライターＲ〟としか書かれていなかったが、どうしてもお礼が言いたいと言って智実は出版社に手紙を送った。

　ライターＲは、フリーライターでもあり、プロカメラマンでもあるという。今はライターをメインとして活動しているらしい。

　そんな内容の手紙と一緒に、雑誌に掲載されていた海岸の別バージョンの写真を同封して返事をくれたと智実は喜んでいたが……。

　そこでハッとする。新幹線の中で見た理世の待ち受け画面のことを思い出す。

　どこかで見たことがあるかもと心に引っかかっていたのだが、ライターＲから智実宛てに送られてきた写真と同じモノではなかっただろうか。

　もしかして、という淡い期待を抱きながら智実に聞く。

「智実。あのときのフリーライター、なんて名前だっただろうか」

　どこか必死な様子が伝わったのだろう。戸惑いつつ教えてくれる。

『フリーライターって、海岸の写真を撮った人のことよね？』

「ああ」

『中川理世さんだよ。あの海岸の写真ね。あれは世の中に出回っていないレアものなんだよ～。中川さんからの手紙に書いてあったもん』

「中川理世……」

『うん。ここ最近は、よくファッション雑誌の記事を書かれているの。この前までの企画記事もめちゃくちゃ面白くてね――』

　心弾む声を聞きながら、驚きと嬉しさが込み上げてくる。

　念のため、智実にライターＲから貰ったという写真が見たいと頼むと、電話を切ったあとにすぐ写真データを送ってくれた。

　やはり、理世の携帯待ち受けと同じ写真だ。

　彼女の文章が好きだった。心の芯を優しく包み込むような不思議な魅力があるからだ。

　あのときの記事は、何度も読んでいる。そのたびに感銘を受け、ライターＲの人間性に惹かれていた。

　なんといっても妹の命の恩人でもある。感謝せずにはいられなかった。

　いつか会ってみたいと思っていた人物。そうとは知らず同じ人物に惹かれ、彼女を欲していたなんて……。

「彼女が……欲しい」

　どんな手を使ってでも、理世が欲しい。

　すでに悪手あくしゅで彼女に迫ってしまったが、こうなったら開き直って彼女にアプローチするしかない。

　今は嫌われていたとしても、最終的に自分を好きになってもらえればいいだけだ。

「女性に冷淡な男が、どんな手を使ってでも欲しいと願っている。ねぇ、理世さん。貴女は今、危険に晒されていますよ？」

　きっと今の自分はかなり悪い顔をしているに違いない。

　人間開き直ったときが一番怖いのだと、苦く笑う。

「もう、突き進むのみ……ですかね」

　理世はなかなかにお人好しだ。そこを突くようにすれば、勝算はあるだろう。

　これから、どう攻めていこうか。考えれば考えるほど心が高揚していく。

　怜治は隣の部屋にいる理世を思って、口角を上げた。
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　日の出からすでに数時間が経過しているのだろう。カーテンの隙間から差し込んでくる光がとても明るい。

　予定より遅めの起床となってしまったようだ。

　だが、まだ身体は眠りを欲しているらしく、寝返りを打って布団を肩まで引き上げる。

　怜治が部屋から出て行ったあとも、なかなか眠れなかった。

　ようやく眠りについたのは日を跨いでかなり経ってからだったように記憶している。

　正直言うと、昨夜は怜治に急に押し倒され、怒りを覚えた。だが、同時に形容しがたい高揚感も感じてしまった。

　だからこそ戸惑い、この場から、そして怜治の前から去ってしまいたい。そう思ったのだけど……。

　そんな理世の行動を予測していたのか。あのあと、タイミングよく勲から電話がかかってきたのだ。

　明日の朝、一緒に朝ご飯を食べようという誘いだった。

　さすがにそこまでお世話になるのは気が引けたので、一度は断ったのだが……。

　勲に『今夜は、そのホテルに泊まってくださいよ』と懇願されてしまったら、断ることもできなくなってしまった。

　渋々ながら、一晩この部屋をお借りすることにしたのだ。

　このあと、怜治と顔を合わせることになる。どんな顔をして会えばいいのだろう。

　そんなことを考えながらうとうとしていたのだが、チャイムの音を聞いて飛び起きた。

　用意されていたガウンを羽織ったあと、眠い目をこすりながらドアをそっと開く。すると、直視できないような美麗な笑顔を浮かべる怜治がいた。

「おはようございます、理世さん」

「おはよう……ございます」

　昨夜のことが脳裏を過り、気まずくなる。

　戸惑いを隠せない理世を見て、怜治は顔に反省の色を浮かべて頭を下げてきた。

「昨夜は本当に申し訳ありませんでした」

「……」

「許してもらえませんか？」

　そんな泣きそうな目で見つめないで欲しい。

　なんだかこちらが悪いことをしたような気になってしまう。

　縋るような表情の彼を前にし、長い沈黙のあとに白旗を振ったのは理世だった。

「……わかりました」

　小さく呟くと、怜治は一転して嬉しそうに綺麗な笑みを浮かべた。

「ありがとうございます、理世さん！」

　寝起きにこのキラキラスマイルは眩しすぎる。ドキドキしすぎて、落ち着かない。

　戸惑っているこちらの気も知らず、彼は耳に優しく響くような魅惑的な声で言う。

「改めまして。理世さん、おはようございます」

　ニコニコとほほ笑む彼は、出会った当初のドライな彼とは百八十度も違う。

　かと言って、上辺の表情かと思えば、そうではないのだと気がつく。

「さぁ、顔を洗ってきてください。朝ご飯を食べに行きましょう」

「い、いえ……私は帰ろうかと」

　咄嗟に首を横に振る。昨夜、勲にも一緒に朝食を取ろうと言われたが、やはりこれ以上は気が引ける。

　遠慮する理世に、彼はグイッと身体を近づけてきた。

　理世を追い込むように、より身体を寄せてきた怜治はクスクスと声に出して笑う。

「ご飯ぐらい、いいでしょう？　会長とも約束をしたんですよね？」

　それを言われると、何も言えなくなる。どうやら勲は怜治にも電話を入れていたようだ。

　――まぁ、そうだよね。怜治さんは勲さんの秘書なんだし。

　こうなってしまった以上、逃げられないのだろう。

　渋々と了承すると、彼はやっと理世から離れてくれた。

　怜治は、柔らかい表情で理世を見下ろしてくる。

「三十分後にお迎えに参ります」

　では、と言うと、彼は部屋を出て行った。

　パタンと扉が閉まる音を聞いて、ようやく息を吐き出せた。

「あり得ないぐらい……かっこよくないですか？　怜治さん」

　去り際、彼の全身を視界に入れたのだが、あまりの素敵さに朝から倒れ込みそうになった。

　昨夜、あんな出来事があったのだ。理世が憤慨しても、誰にも咎められないはず。

　それなのに、怜治を見てときめいてしまう自分が残念すぎる。

　昨夜とは違うスリーピーススーツを身に纏った彼は、まさに眼福がんぷくだ。

　彼を東京駅で見かけた瞬間、心臓があり得ないぐらいに高鳴ったことを思い出す。

　最初こそ怖い人だなという認識だった。だけど、彼が幼い子どもを助けた瞬間、彼に見惚れてしまった。

　彼に異性としての興味を抱いたのは、そのときだったかもしれない。

　昨日、一日しか一緒に過ごしていないのに、彼と一緒にいるのは楽しかった。

　それにあのパーティーで出会う人全員が、彼を手放しに褒めるのだ。お世辞ではないのは、見ていればわかる。

　時折、嫉妬混じりの人もいたが、根本では怜治に対しての評価は高かった。

　だからこそ、ますます彼に興味を持ってしまうのだ。

　しかし、彼はどこか女性に対して否定的。丁寧に女性を扱っているように見えるが、冷めた目をしている。

　そんな彼が気になって気になって仕方がなかったのだが、昨夜理世をベッドに押し倒してきたときになんとなく彼の心の闇に近づけた気がした。

　自分に寄って来る女性たちをハイエナと称し、自分のことをセックスの対象だとしか見ていないと女性を嘲笑っている。

　悲しいことだと思ったし、可哀想な人だとも思う。

　怜治が『靡かない女はいない』と言っていたが、あながちそれは嘘ではないのだろう。

　きっと流されてしまった人はいるはずだ。

　流されず思い止とどまったことにホッとしている自分がいる。

　もし、彼に抱かれていたら、きっと胸に燻っている感情が膨れ上がってしまっただろう。

　この感情には、気づかない方がいい。

　理世は頭を振って考えることをストップさせ、身支度を急いだ。






　三十分後、怜治が部屋に迎えに来たので、ホテルのレストランへ行くことに。しかし……。

「勲さん、来ませんね」

　勲が来ると聞いていたので、理世は怜治の隣に座って待っていたのだが、なかなか来る気配がない。

　心配になり怜治が勲に連絡を入れると、渋滞に嵌はまってしまっているようだ。

　まだホテルに到着するのには時間がかかりそうだから、二人で朝食を食べておいて欲しいと言われたらしい。

　仕方がないので二人で朝食を食べ始めたのだが、怜治は理世の隣に座ったまま。

　空いている席があるのに、どうして二人で肩を寄せ合って食事を取らなければならないのか。

　不思議に思って彼に声をかけた。

「えっと、怜治さん？　勲さんが来ないのなら、私はそちらの席に移りますけど」

　目の前の席を指差すと、彼は首を横に振る。

「いえ、理世さんが移る必要はありません」

　きっぱりと言い切るので彼が席を移動するのかと思ったのだが、一向に動く気配がない。

　それどころか、彼は理世に対して甲斐甲斐しく世話を焼き始めた。

　膝にナプキンをかけてくれたり、飲み物のサーブをしてくれたり。

　先程なんて理世の口元についてしまっていたジャムを、怜治はすかさず拭き取ってくれた。

　目を見開いて驚いていると、彼は顔を覗き込んできてフッと表情を緩める。

「理世さんは、かわいらしいですね」

「っ！」

　顔を真っ赤にして彼を凝視していると、「やっぱりかわいい」と甘さをたっぷり含んだ声で言ってきた。

　彼を執事みたいだなと思っていたが、ここまでくるとなんだか恋人を甘やかすのが楽しくて仕方がない男性のように見えてくる。

　とにかく恥ずかしくて堪らないので、それとなく遠慮しようとした。

　だが、そうすると怜治はとても悲しそうな表情になってしまい、罪悪感を覚えてしまう始末。

　彼としては、昨夜の罪滅ぼしのつもりなのだろうか。

　ここで理世が拒んだら、彼はずっと罪悪感を抱いたままになってしまうのかも……？

　そんなふうに思い直し、彼がやりたいようにさせておいた。

　これで気が収まるのなら、お互い悪くはないだろう。そのときはそう思ったのだが……。

　――やっぱり止めておくべきだったかも。

　世話を焼くというより彼にかわいがられている時間が大半で、優雅な朝食になるはずだったのに気がつけば疲労困憊してしまった。

　レストランを出たところで、怜治の携帯が鳴った。なんでも急遽仕事が入ってしまい、九州へと向かわなければならなくなったらしい。

　理世も東京へ帰るべく急いで支度を済ませ、二人は駅までやってきたのだが、改札を通ってすぐのところで押し問答を繰り返していた。

「ホームまで見送らせていただきます」

「いえいえ、大丈夫です。これから怜治さんは九州に向かわないといけないんですよね？　新幹線のホームが違いますし」

　勲との電話に聞き耳を立てていたが、かなりタイトな日程で動かなければならない様子。

　見送りなんてしている時間は、彼には残されていない。

　それを指摘しているのに、彼は「まあまあ」と理世を宥なだめながら上り新幹線のホームまでついてきた。

　彼の押しが強いのは、この二日間でなんとなく把握済みだ。きっと反論しても無意味だろう。

　諦めて彼と一緒にホームに降り立つと、これから乗る新幹線がゆっくりと向かって来るのが見えた。

　これで、彼と会うのは最後にした方がいい。理世の中にある本能がそう告げている。

　彼のことが気になって仕方がない。それが本音だ。

　だけど、彼とは住む世界が違う。それを昨夜のパーティーで思い知った。

　彼はいずれ三栗屋という大企業を背負しょって立つ人物だ。

　しがないフリーライターが彼の周りをちょこまかとしている訳にはいかないだろう。

　それに、怜治と一緒にいるのには荷が重すぎる。

　彼の屈折した女性不信を直すのは困難を極めるだろうし、いずれは自分が傷つくことになるはず。

　彼に対して、すでに淡くほのかな気持ちを抱き始めていることに気がついていた。

　でも、今ならそれを阻止できるだろう。

　彼と二度と会わないというのは、理世の心を防衛することに繋がるはず。

　気持ちを入れ替えるため一度視線を落としたあと、笑顔を浮かべて怜治を見上げた。

「では、記事ができあがり次第メールでお送りさせていただきますね」

　暗にもう会わないと伝える。彼がどんなふうに思ったのか、とても気がかりだが、慌てて彼から視線をそらして頭を下げた。

「取材させていただきましてありがとうございました」

　ちょうど新幹線がホームへと滑りこんできた。

　扉が開き、車両から乗客が降りてくる。最後の一人が降りたのを見て、理世は「では」と怜治に笑いかけた。

　すると、彼は表情を和らげて応えてくれた。

「いえ、気をつけてお帰りください。記事、楽しみにしております」

　その言葉を聞き、微かに心の底で落胆している自分がいるのに気がつく。

　怜治も、理世と会うのは最後にしようと思っているという意思表示なのだろう。

　ツキンと胸の奥が痛んだのを感じたが、それを無視して「はい」と笑顔で返事をする。最後の強がりだ。

　すぐに彼から視線をそらし、車両に乗り込もうとする。

　しかし、次の瞬間、彼の腕に導かれて抱きしめられていた。

「怜治さ……っ！」

　彼の名前を呼ぶ唇に、柔らかく熱い唇が押しつけられる。それは、昨夜を彷彿させるようなキスで、頭の中が真っ白になってしまう。
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　唇が離れると放心状態になった理世を何事もなかったようにエスコートして新幹線の車両に乗せ、彼はにこやかに口角を上げた。

「しばしのお別れです。その唇、私以外の男に触れさせてはいけませんよ？」

　甘く低い声が耳に残る。だが、身体が動かない。もちろん、唇さえも。

　ようやく微かに唇が震えたときには、扉は閉じたあとだった。

　手を振る怜治がだんだんと小さくなっていき、最後には見えなくなってしまった。

「……どういうこと？」

　ようやく頭も動き出し、この数分の出来事を反芻してみる。

　だが、考えれば考えるほど頭を抱える事態になってしまう。

「こんなキス……。困る……」

　熱を持って真っ赤になってしまった頬を押さえながら、彼を恨めしく思う。

　これは夢だ。昨日から続いた長い夢。そう思い込まなければやっていられない。

　もう会わないと決心していたのに、彼をずっと想い続けなくてはいけなくなるじゃないか。

　ふぅ、と吐き出すため息は、甘さと熱を含んでいる。

　――これは恋じゃない。恋じゃない。

　そう自分に言い聞かせながらも、意思とは別のところで感情が揺れ動いてしまう。

　込み上げてくる気持ちを必死に押し込めながら、車窓から流れる景色を眺めた。









　――そう、あれは夢だったんだ。

　京都での一件から二週間が経過。もうすぐ三月も終わりだ。

　夢で片付けられればよかったのだが、理世のカメラにはスーツ姿の怜治が何枚も収められている。

　その写真を見るたびに、どうしたって京都での出来事を思い出してしまう。

　さっさと記事を書き終えて、怜治のことを綺麗さっぱり忘れたい。

　そう思っていても、まだこの記事は完成に至っていない。最後の最後に素敵スーツ男子の取材が残されているからだ。

　あのパーティーで取材を引き受けてくれた宮島への取材。これさえ終えれば、晴れて理世はスーツ男子特集から解放される。

　そうすれば、自然と怜治を忘れられるはず。だから、もうしばらくの辛抱だ。

　京都から帰ってきた理世はすぐさま宮島がＣＥＯを務める会社の広報部にアポを入れ、今日の取材を取り付けた。

　相棒の一眼レフカメラとボイスレコーダー、そしてタブレットを持ち、新鋭の携帯アプリ会社へと意気揚々と乗り込みＣＥＯ室を訪れたのだが……。

「どうして、怜治さんがここに？」

　そこには飄々とした様子でほほ笑む怜治がいた。

　ここは宮島の会社だ。昔からの知り合いだからと言って、怜治がここにいるのはおかしい。

　百歩譲って仕事のために彼がここに来ていたとしても、取材の場にいるのはあり得ないだろう。

　唖然としたまま、今度は宮島に視線を向ける。どういうことですか、と目で問いかけると彼は肩を竦めるばかり。答えになっていない。

　逃げなくては。本能がそう叫んでいる。だけど、そんな理世の本能より早く行動したのは、怜治だった。

　理世をこの部屋から出さないように扉の前に立ち塞がり、満面の笑みを浮かべる。

　基本冷徹な雰囲気の彼が、ほほ笑んでいる。それがどれほど怖いことなのか。きっと旧友の宮島なら知っているのだろう。

　宮島に視線を送ると、驚愕の表情で身震いしている。よほど今の怜治の状態は、普段の彼ならあり得ないのだ。

　理世が宮島に目を向けているのが気に入らなかったのか。

　怜治は理世に近づいて、その綺麗な長い指で顎を掴んできた。

「どうしてって。それは京都駅で言ったでしょう？　しばしの別れだと。それに――」

　彼は腰を曲げ、理世の耳元に唇を寄せてくる。

「貴女の唇は、私のモノだからと」

「っ！」

　慌てて怜治を押し退けて宮島に視線を向けると、「おおっ！」と感嘆の声を発している。どうやら彼の耳にも届いてしまったらしい。

　恥ずかしくて居たたまれなくなった理世は首を大きく横に振る。

「言っていません！」

　あのときの彼の言葉を思い出す。

　誰にも触れさせるな、という横暴なことは確かに言っていた。だが、それだけだ。

　しかし、深読みすると、彼の主張通りになるのかも？

　唖然として怜治を見上げていると、横からクスクスと楽しげな笑い声が聞こえてくる。宮島だ。

　肩を震わせながらも、理世に手を合わせて謝ってきた。

「悪いね、理世さん。今日の取材のこと、怜治に口を滑らせてしまったんだ。そうしたら、同席するってきかなくて」

　なんでも、怜治は別件で宮島の元を訪れていたのだという。

　偶然が偶然を呼び、この状況になったというのか。

　怜治に視線を向けると、嬉しそうに頬を綻ばせている。

「ラッキーでしたよ。私はついてます」

「えっと……？」

「どうやって理世さんと連絡を取ろうか。悩んでいたときに、こうして会えたのですからね」

　運がよかったです、とほほ笑む怜治の顔を見て、なんだか薄ら寒さを覚えた。

　もし、今日この場で怜治と会わなかった場合。どんな手を使って彼は再会の場を整えようとしたのか。

　想像はできないのだが、絶対にとんでもない方法でセッティングされていただろうということだけは断言できる。

　未だに笑っている宮島に、怜治はドライな表情に豹変して冷たい視線を向けた。

「ところで、宮島。彼女を名前で呼ぶのは感心しないな」

　威圧的な態度を崩さない怜治を見て、宮島は驚愕した。

「おいおい。やっぱり彼女がお前の婚約者って本当だったのかよ？」

「フフ、ご想像にお任せするよ？」

　このやりとりを聞き、理世は不思議に思って首を傾げた。

　宮島はあのパーティーに理世が出席した理由を知っている。それなのに、どうしてそんな疑問を口にしたのか。

　訝しがる理世を見て、宮島は哀れみの目を向ける。

「中川さん。逃げた方がいいよ」

「え？」

「パーティーのあと、三栗屋界隈に真まことしやかに流れている噂があるんだ」

「噂……ですか？」

「ああ。パーティーに一緒に出席していた女性と怜治が近々婚約するって」

　そう思わせるようにあの日、理世は怜治の恋人になりすました。だからそんな噂が立つのは承知の上だ。

　それは宮島だってわかっているはず。それなのに、どうしてそんなに慌てているのだろう。

　宮島の表情はますます苦くなっていく。

「怜治は結婚に向けて、あちこちに根回しし始めているよ」

「え？」

「それを聞いて、結婚相手はパーティーに同伴していた女性じゃないかって周りは噂している。でも、俺は事情を知っているじゃない？　だから、それは嘘だと思っていたんだけど……」

　二人で顔を見合わせたあと、ゆっくりとした動作で怜治を見る。

　そこには厚顔無恥といった様子でニコニコと笑う彼がいた。

「フフ、想像に任せると言っただろう？」

　そんな彼を見て、宮島は盛大にため息を零す。そして、再び哀れんだ目を理世に向けてきた。

「……多分、中川さんは逃げられないよ」

　理世はその言葉を聞いて、顔を引き攣らせる。

　――私も同意見です。

　怜治に肩を抱かれながら、感情の起伏についていけなくて現実逃避をしたくなった。
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「全く意味がわかりません！」

　感情のまま叫びたくなったが、慌てて声を抑える。まさかこんな場所で大声を出して、注目の的にはなりたくない。

　宮島の会社で再会したあと、怜治の立ち会いの下で取材をしたのだが……。

　やりにくいなんてものではなかった。

　ようやく終わったとホッとしたのもつかの間、帰宅しようとした理世に「これで、貴女を独り占めできますね」という妖しげなほほ笑みを浮かべた怜治に捕まってしまったのだ。

　そして現在、怜治に連れられて来た先は、シティーホテルの最上階。フレンチレストランの一席にいる。

　彼にはたくさん聞きたいことがあったのだが「食事を終えてから」と言われて、大人しくコース料理を食べた。

　デザートを持ってきた店員が退散したので、彼に対して苦言を呈したのだが……。

　言われた本人は艶っぽい目をしてこちらを見つめている。

「そうですか？　予想はついていると思いますけど？」

　いけしゃあしゃあと言われ、言葉を詰まらせる。

　彼の言う通りで、予想はできている。宮島のところでのやりとりで、イヤでもわかってしまった。

　頬が意図せずに赤くなると、理世の中で答えが出ているのだとわかったのだろう。

　怜治は嬉しそうに目尻を下げた。

「理世さん。答え合わせをいたしましょう」

「怜治さん？」

「理世さんの予想通りです。私は、貴女に恋をしました」

　直球な言葉が来た。目を白黒させていると、彼は楽しげに口角を上げる。

「一人の女性とずっと一緒にいたい。そんなふうに思えるなんて、私にとっては希有なことなんですよ」

「……どうせ珍獣ですよ」

　結局は物珍しかったからだと言うのだろう。ふてくされてそっぽを向くと、彼は楽しげに笑う。

「珍獣？　結構ですね。だって他にはない価値があるということでしょう？」

　物は言い様だ。恐る恐る怜治に視線を戻すと、彼は真剣な表情で頷いた。

　ドキッと胸が高鳴り、否応なしにより鼓動は速くなっていく。

　京都から戻ったあと、怜治を忘れようとした。だが、意識して考えないように努力してもどうしても思い出してしまう。

　日が経つごとに、彼に会いたくなる。ドライな彼が、一瞬見せたあの笑顔をもう一度見たいと願ってしまう。

　怜治は理世のタイプではない。どちらかというと彼とは真逆のタイプが好みだった。

　どうして今までは物腰柔らかなタイプが好きだったのだろう。そのルーツを考えたとき、自分の父親を思い出した。

　常に仏頂面の父が怖くて、自分は絶対にニコニコしている人と結婚するのだと幼い頃に思っていたことを。

　しかし、理世にとって父の一番の記憶はスーツを着て仕事をしていた姿だ。凜々しくてかっこよかった。

　そんな父の姿と、怜治の姿が重なると気がついたとき。思ったものだ。

　女性は父親のような人を好きになる、というジンクスを。

　しかし、相手はなんといっても怜治だ。これだけかっこよくてスペックがある人が、どうして理世に興味を示したのか。

　やはり信じられなくて不安になってしまう。

「本当に……。本当、ですか？」

「おや？　疑うのですか？」

「疑うっていうか……」

　信じられないだけだが、同じことか。口ごもる理世を見て、怜治は肩を竦める。

「結構あからさまだった気がするのですが」

　その通りかもしれない。特に、パーティーの翌日は人が変わったようだった。

　しかし、女性に対して斜に構える姿勢を崩さなかった人なのに、どうして理世をそんなふうに思ってくれるようになったのか。そこが理解できないので、彼の言葉を素直に受け入れられないのかもしれない。

　戸惑い揺れる理世を、彼は優しい目で見つめてくる。

「京都行きの件。あれは、会長が提案した訳ではありません。すべて私が計画しました」

「え？」

　勲が希望していたと言っていたはず。驚いていると、彼は恥ずかしそうに視線をそらした。

「きっと最初から貴女が気になって仕方がなかった。そういうことなのでしょうね」

　初めて東京駅で出会ったときから、潜在的に理世に好意を寄せてくれていた。

　だからこそ、彼自身も自分の気持ちがわかっていないのに、理世との時間を欲してくれていたというのか。

「貴女はびっくり箱みたいな人ですね」

「え？」

「私は今までずっと、そんな貴女に関心があったのですよ」

　怜治とはあの日、東京駅で初めて会ったはず。それなのに、ずっと関心があったなんて嘘だ。

　訝しげに眉を顰めていると、彼は携帯を差し出してきた。

　ディスプレイに映し出されている写真を見て、目を見開く。見覚えがあったからだ。

「これって……」

　以前、理世が撮った写真だ。これは数年前、旅行誌のコラムを依頼されたときに撮影したもので、現在理世の携帯の待ち受け画面にもしている。

　とはいえ、本誌に掲載されたのとは違うバージョンの写真だ。

　この写真は、外部には出回っていない。

　しかし、唯一この写真を手にした人物がいる。

　コラムを読んで生きる勇気をもらったと手紙をくれた女性だ。こんなふうに感想を手紙で貰った経験がなく、とても嬉しかった。

　その女性に返事をしたとき、本誌に掲載された写真とは別のバージョンの写真を送ったのだが……。

　携帯に映し出されているものは、理世が女性に送った写真を携帯で撮影したもののようだ。

　しかし、なぜ彼がこの写真の存在を知っているのか。

「どうして、これを……？」

　視線をディスプレイから怜治に戻す。すると、そこには泣きだしてしまいそうなほどクシャッと顔を歪めている彼がいた。

「ありがとう、理世さん。貴女のおかげで妹も、そして家族全員が救われました」

「え？」

「生きることを諦めて自暴自棄になっていた妹を、家族全員で必死に支えていましたが……。闘病が長くなればなるほど、皆が辛くなっていたんです。でも、理世さんが書いたコラムを読んで妹は希望を見出してくれました。そのとき、私も救われたのです」

　あの手紙を送ってくれた女性がまさか怜治の妹だったなんて。

　予想もしていなかった縁に胸が熱くなっていると、彼はくすぐったそうに柔らかくほほ笑んで教えてくれた。

　当然のことながら、妹が信望しているライターＲと東京駅で取材交渉をし始めた理世とは初めは結びつかなかったという。

　京都に向かう新幹線の中で理世の携帯待ち受け画面を見て不思議に思ったらしいのだけど、世の中に出回っているものだと思って旅行誌のライターと理世を結びつけられなかったようだ。

「ライターＲの文章は、心を楽にしてくれる。そして、大切なことに気づかせてくれる。素敵なライターだと思っていました」

「怜治さん」

「ずっとライターＲにお会いしたいと願っていました。まさか貴女が、妹を救ってくれたライターだったなんて。あの夜、貴女に叱責されたあと、妹からの電話でライターＲと理世さんが同一人物だと知りました」

　沈黙が落ちる。怜治は後悔を滲ませるように、小さく息を吐き出した。

「もし、ベッドに押し倒す前にわかっていたら……。もっと大事に貴女を口説いて、もっと優しいキスをしたのに」

「な……なっ！」

　言葉が出てこなくて顔を赤らめていると、彼は考え込む仕草をする。

「いや、あのときは宮島に嫉妬していたので、おそらく理性は抑えられなかったでしょう。結局、結果は一緒だったかもしれませんね」

　理世さんがあんまりに嬉しそうに宮島のことを話すから、とブツブツと文句を言ってくる。

　ますます頬が熱くなっていると、彼はジッと真摯な目で見つめてくる。

「あのときのこと、とても後悔しています。ですから、これから貴女にするキスは、私の全身全霊を込めてさせていただきます」

　思わず彼の唇を見つめてしまう。そして、あの夜に強引にされてしまったキスと、新幹線のホームでしたキスを思い出してしまった。

　唇はまだ覚えている。彼の唇の柔らかさやぬくもり、そして情熱を。

　あの夜、彼は感情を抑えきれず私を押し倒してきた。それが嫉妬からだと思うと、とても嬉しく愛おしさが込み上げてくる。

　――私、この人のことが好きだ。

　そう思った瞬間、怜治が愛おしくて仕方がなくなる。

　今まで抑え込んでいた感情が溢れ出すように涙ぐむ。

　彼はジャケットの内ポケットから何かを取り出し、テーブルの上に置くとそれを理世に差し出してくる。このホテルのカードキーだ。

　ハッとして顔を上げると、彼はどこか緊張した面持ちでこちらを見つめていた。

「私の全身全霊のキス、試してみませんか？」

「れ、怜治さ……」

　心臓が壊れそうになるほどドキドキしている。自分がどうしたいのか。それを必死に考えていると、彼はますます情熱を含んだ目をして言葉を続けた。

「万が一、今夜拒否されたとしても諦めませんけどね」

「えっと……？」

　強引な彼にタジタジになっていると、彼は縋るように懇願してくる。

「私は貴女と離れがたいのです。私を、貴女の熱で包み込んでいただきたい」

　彼は立ち上がって近づいてくると、座っている理世を背後から抱きしめてくる。

　これにはさすがに慌てた。ここはレストランで、店内にはお客やスタッフがいる。

　それなのに、彼は理世を抱きしめる腕を緩めるつもりはないらしい。

　キュッとより強く腕に力を入れてきた。

　頭の中が真っ白になって、冷静な判断ができそうにもない。

　もしかしたら、彼はそれを見込んでこんな大胆な行動をしているのだろうか。

　背後にいる彼を振り返り、軽く睨めつける。

「怜治さん。私、思ったんですけど。貴方は、強引すぎます」

　冷たく窘めると、彼はしゅんとして肩を落とす。

　縋るような目を向けられて、言葉が詰まってしまう。

「理世さん、申し訳ない。でも、許して欲しい」

　彼は理世の額にキスをしてきた。一瞬何が起こったのかわからず呆けていると、彼は困ったように目尻を下げる。

「恋をするのは初心者なので。ここは一つ、正攻法でいこうと思ったのです」

「これが、正攻法……？」

「ええ。真っ正面から貴女を口説いているでしょう？」

　そうとも取れるかもしれないが、彼の行為の数々は行き過ぎなように思える。

　そして、キスされた恥ずかしさが時間差で襲ってきて堪らなくなってしまう。

　慌てて顔を背けると、彼は力強く理世を抱きしめてくる。

「自分でも本当にビックリしています。怖いぐらいです。人を愛するという気持ちは、こんなにも狂気じみているものなのでしょうか？　初めてなのでわからないのですが、皆さんも大変な思いをして恋愛しているのですね」

　困り果てた様子の彼に、理世はきっぱりと言い切る。

「いえ、それは怜治さんだけだと思います」

　つれない態度の理世の顔を覗き込んできて「そうでしょうか？」とニコニコと笑う。これは絶対に確信犯だ。

　だけど、ずるい。本当にずるい。

　彼が触れてくるたびに、強引なアプローチをしてくるたびに。理世の心は、怜治だけしかいらないと思ってしまう。

　どうしたってもう逃げられない。そんな気分にさせられる。そして、自分も逃げる気がないのだとわかってしまった。

　なんだかもう……降参だ。強引すぎる口説き文句の数々に、白旗を振る。

「本当、ずるいです。京都駅で、あんなキスをしておいて」

「理世さん？」

「忘れられなくなっちゃったじゃないですか」

　ふて腐れながら呟くと、彼は満面の笑みを浮かべた。

「まんまと私の策略に嵌まってくれましたね」

「……ですね」

　小さく息を吐き出しながら、それはきっかけに過ぎないのではないかと思い直す。

　――結局、私は怜治さんに一目惚れしちゃっていたのかもしれない。

　人間第一印象はやっぱり大切で、なにより記憶に残りやすい。

　そして、インスピレーションというものは存在していると思う。

　あのとき、理世が感じた直感。感動。高揚。あれらはすべて、彼への恋の始まりだったのだろう。

　テーブルに置かれたカードキーを迷わず手にした理世に、怜治は手を差し出してくる。

　彼に手を伸ばすと、理世の手を優しく握って立たせてくれた。

「理世さん、覚悟してくださいね。私は一度懐に入れた人間に対しては激甘になるらしいですから」

「それは、どこからの情報ですか？」

　茶目っ気たっぷりで聞くと、彼は口角を上げる。

「家族、そして会長です」

「それなら信憑性がありますね」

「ええ。間違いないでしょうね。だから――」

　彼は囁いた。

　これから貴女をトロトロに甘く蕩かしてみせます、と。









　食事を終えて向かった先は、ホテルの一室だ。そして、衝撃的な話を聞いて声を上げてしまう。

「ど、どうして……その記事を読んでいるんですかぁ！」

　怒っているのに、緊張感がない声。甘ったるい声は、怜治におねだりしているようにも聞こえる。

　案の定、彼は理世がおねだりをしていると受け取ったようで、ますます愛撫の手を淫らなものにしていく。

「ライターＲと理世さんが同一人物だとわかったあと、ポートフォリオを拝見させていただきましてね。貴女が記事を書かれた雑誌などを探して、いくつか読ませていただきました」

　にこやかにほほ笑む悪魔。まさに今の怜治には、その言葉がピッタリ合うだろう。

　恥ずかしくなって腕で身体を隠そうとしたが、それを彼に阻止されて耳元で囁かれる。

「ほら、理世さんが書いた記事ですよ？　本人が責任を持たなくては」

　以前、女性週刊誌に掲載された記事が、まさかこんなときに自分を追い込むことになるなんて思いもしなかった。

　その記事の内容というのが『彼とのセックス特集』というもので、あらゆる視点から考察をしたものだ。

　確かに理世が書いた記事で間違いないのだが、他にも産婦人科医や専門家の意見を取り入れているのですべてが理世の考えかというとそれは違う。

　そう言っているのに、彼はあの記事を忠実に再現しようとしてくるのだ。

「付き合いだして初めてのエッチでは、甘く囁いてたっぷり時間をかけて愛撫して欲しい。そう書かれていましたけど？」

「そ、そうでしたっけ……？」

　ごまかしたのだが、目の前の彼を見る限りごまかしきれていないのは一目瞭然だ。

　――鋭い。どうしてわかったの？

　思わず逃げ出したくなる。確かにその部分は、理世の意見だった。

　目を泳がせていると、再び情熱的なキスが仕掛けられる。強引なのに、だけど優しさに満ちている。

　そんな彼のキスに、すでに身体と心はトロトロにされてしまっていた。

　こうして裸で抱き合っていると、お互いの体温が混じり合ってとても気持ちがいい。

　彼を包み込むようにギュッと抱きつくと、彼はキスをより深いものにしていく。

「愛していますよ、理世さん」

「怜治さん」

「何も考える余裕などないぐらい、貴女を愛しますから。だから、貴女も私を愛して」

　そんなふうに甘い声で懇願されたら、何もかもを投げ出したくなってしまう。

　結局、すでに怜治によって恋に溺れさせられてしまっているのだ。

　これ以上、彼に愛されてしまったらどうなってしまうのだろう。

　ちょっぴり不安が過るが、それもきっと幸せなことかもしれない。

「私も愛しています」

　彼の首に腕を回し、引き寄せて耳元で囁く。

「だから、たっぷりかわいがってください」

　なんとなく一矢いっし報いたくて言った言葉。照れて欲しかったのに、理世の顔を見下ろす彼の顔は真顔だ。

　どうやら彼の情欲に火をともしてしまったようだ。

　彼は幸せそうな笑みを浮かべて大きく頷く。

「ええ、わかりました」

「えっと、嘘です。ほどほどで――」

　そんな理世の制止の声など、彼の耳には入っていなかったようで……。

　たっぷりたっぷり甘く愛されてしまった。
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「……本当に根回ししていたんですね」

「もちろんです。私はね、理世さん。狙った獲物は絶対に離さないし、逃がしもしないんですよ」

　朗らかな表情だが、言っていることとやっていることは結構えげつない。

　それは、現在の理世を取り巻く環境を見れば一目瞭然だ。

　今日はデートだったはず。それなのに、どうして料亭の離れなんて立派なところで関家の面々と理世の母が和気藹々わきあいあいとしているのだろうか。

　もちろん、仲人席には勲がいて好々爺よろしくほほ笑んで見守っている。

　聞いてみれば、この席は両家の顔合わせだという。

　確かに先日、怜治からのプロポーズにＯＫを出した。だが、まさか三日後にこんな席が設けられるなんて普通なら思いもしないだろう。

　これからお互いの両親に挨拶にいかないとなぁ、などと漠然と考えていた先程までの自分に忠告したい気分だ。

　貴女の将来の夫は、とんでもない人なのですよ、と。

　怜治は「のんびりしていたら、理世さんと一緒に住めるようになるのはいつになるかわかりませんから」とキラキラと輝く目をして言った。

　要するに、早いところ結婚式を挙げて籍を入れないと一緒に住めないから、急ピッチで行いましょうということだ。

　想いが通じ合った直後だったか。怜治が今すぐにでも結婚したいと騒いだことがあった。

　しかし、まだ付き合い始めたばかりでお互いの性格や将来のビジョンもわかりきっていない。

　もう少し時間をかけて恋愛をしたいとお願いした。

　理世の気持ちを理解してくれたのだろう。そのときは、すぐにその考えを引っ込めてくれた。

　その後は順調に付き合いをしていたのだが、今度は『同棲がしたい』と彼が言い出し、それもお断りした。

　それにも理解を示してくれた様子だったのだが、やはり焦れていたらしい。

　もちろん、理世だって少しでも彼と一緒の時間が欲しいと思っていた。同棲すれば、忙しい日々でも会うことが可能だろう。

　でも、同棲は止めておいたのだ。

　中川姓の間は、母と一緒に過ごしたかったから。

　それを彼には言わなかったので、同棲を拒んだことに彼は落胆していたのかもしれない。

　きちんと伝えておけばよかったかな、と後悔していると、彼はポンポンと頭に優しく触れてきた。

「理世さんが親孝行したいと思って、同棲を渋っていたのは知っています」

「え？」

　まさか気がついていたのか。驚きを隠せないでいると、彼は困ったように頬を緩める。

「でも、プロポーズを受けてくれたので、覚悟を決めてくれたのだろうと嬉しくて。すぐさまお義母さんにご挨拶に行ったんです」

「え？　いつ？」

「次の日です」

　本当にすぐだ。苦笑いを浮かべていると、彼は意味深に口角を上げる。

「お義母さん、首を長くして待っていてくださったようで。とても喜んでくださいましたよ」

　なんとなく目に浮かぶ。母は理世が怜治と付き合っていたのを知っていたので、最近では早く結婚しちゃいなさいよ、というのが口癖だったからだ。

　そんな母だ。怜治が「結婚させて欲しい」なんて言ったら諸手を上げて喜ぶに決まっている。

「お義母さんの後押しもありまして、早急にこの席をセッティングさせていただきました。お店の予約が取れてよかったです」

　ニコニコとそれはそれは嬉しそうにほほ笑んでいる彼を見て、毒気が抜けてしまった。

　付き合い出した、あの夜。彼は確かに言っていた。

　自分の懐に入れた人間には甘くなる、と。その通りだと頷ける一年だった。

　それに、彼は出会った当初からとにかく強引だったし、そんなところに絆ほだされてしまったのは自分だ。

　きっとこれからも彼の激しめな愛に翻弄されていくのだろう。

　だけど、それはとても甘くて幸せなもので、彼の愛を疑うことは一生ないはずだ。

　ふと、母が言っていたことが脳裏を過る。

　理世の父は仏頂面でクールな人という一方、本当はとてもかわいらしい人だったと。

　女性は父親のような人を好きになる。そんなジンクスなんて信じていなかった。

　だけど、結局理世は父親のような人を理想に掲げていたということなのだろう。

　スーツが似合う一見クールな男性。だけど、ふとしたときに出る笑顔が素敵で愛らしい人。それが理世の求めていた男性像だったのかもしれない。

「怜治さん、子どもに怖がられないようにしてくださいね？」

「え？」

　意味がわからない様子の彼を見て、理世は満面の笑みを浮かべてごまかした。

　将来二人の間に子どもを授かったとしたら、彼はきっと目に入れても痛くないほどかわいがるだろう。

　理世の父親と違うのは、子どもに対して柔和な態度をとれるところだ。

　東京駅で子どもを助けたときの怜治の笑顔を思い出して、心が温かくなる。

　理世の言葉の意味がわからず再び聞いてきた怜治に、「なんでもないですよ」と笑って彼の手に指を絡ませた。
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